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────────────────────────────────────────── 

◎開議の宣告 

○議長（大西 智君） 皆さん、おはようございます。 

  現在の出席議員は12名でございます。 

  定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

（午前１０時００分） 

────────────────────────────────────────── 

◎会議録署名議員の指名について 

○議長（大西 智君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員には、会議規則第120条の規定により、10番、石川議員、11番、板垣議員

を指名いたします。 

────────────────────────────────────────── 

◎報告第１号の上程、報告、質疑 

○議長（大西 智君） 日程第２、報告第１号令和元年度虻田郡洞爺湖町一般会計繰越明許費

繰越額の報告についてを議題といたします。 

  報告の説明を求めます。 

  遠藤副町長。 

○副町長（遠藤秀男君） １ページでございます。 

  報告第１号令和元年度虻田郡洞爺湖町一般会計繰越明許費繰越額の報告についてでござい

ます。 

  地方自治法施行令第146条第２項の規定に基づき、別表第１、令和元年度虻田郡洞爺湖町

一般会計繰越明許費繰越計算書のとおり報告するものでございます。 

  次ページをお開きください。 

  ３事業を繰越明許費として、令和２年度に繰り越してございます。 

  一つが、10款教育費２項小学校費、ＧＩＧＡスクール整備事業でございます。これにつき

ましては、町内３小学校のＬＡＮ整備に係る費用でございます。2,730万円を繰り越してご

ざいます。 

  それから、同じく10款教育費３項中学校費、ＧＩＧＡスクール整備事業でございます。こ

れにつきましては、町内２中学校のＬＡＮ整備でございます。1,774万4,000円を繰り越して

ございます。 

  同じく10款教育費４項社会教育費、世界遺産４道県共通サイン設置事業でございます。

461万円を繰り越してございます。合計4,965万4,000円の繰越しとなってございます。 

  以上、ご報告申し上げます。 

○議長（大西 智君） 説明を終わります。 

  これから、質疑を行います。 

  質疑はありますか。 
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          〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 質疑なしと認めます。 

  以上で、報告第１号令和元年度虻田郡洞爺湖町一般会計繰越明許費繰越額の報告について

の報告を終わります。 

────────────────────────────────────────── 

◎報告第２号の上程、報告、質疑 

○議長（大西 智君） 日程第３、報告第２号洞爺湖町国民保護計画変更の報告についてを議

題といたします。 

  説明を求めます。 

  遠藤副町長。 

○副町長（遠藤秀男君） 議案書３ページになります。 

  報告第２号洞爺湖町国民保護計画変更の報告についてでございます。 

  武力攻撃事態等における国民の保護のための措置に関する法律第35条第６項の規定に基づ

き、別冊のとおり洞爺湖町国民保護計画を変更したので報告するものでございます。 

  洞爺湖町国民保護計画につきましては、平成16年９月に施行されました武力攻撃事態等に

おける国民の保護のための措置に関する法律、いわゆる国民保護法でございますが、これに

より、都道府県及び市町村において、国民保護計画を策定することが義務づけられてござい

ます。平成19年６月に洞爺湖町国民保護計画を策定したところでございます。 

  この計画は、武力攻撃やテロなどが発生した場合、国の方針に基づき、町が国、北海道、

また、他の市町村及び関係機関等と連携、協力して、迅速かつ的確に国民の保護などを行う

ことができるよう、あらかじめ定めておくものでございます。 

  今回の変更の主な内容といたしましては、新たなシステムの運用開始に伴う所要の変更を

初め、関係機関の機構改革や組織変更、情報伝達手段の多様化の推進に伴う変更、国の基本

方針や法令改正による変更、その他文言修正や時点修正などとなってございます。 

  なお、詳細につきましては、別冊の新旧対照表のとおりとなります。その説明は省略させ

ていただきます。 

  また、計画変更に係る手続としましては、国民保護法第39条第３項の規定に基づき、洞爺

湖町国民保護協議会へ諮問の上、北海道知事と変更に係る協議を実施し、先月、北海道から

異議ない旨の回答をいただいたところでございます。 

  以上、ご報告を申し上げます。 

○議長（大西 智君） 説明を終わります。 

  これから、質疑を行います。 

  質疑はありますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 質疑なしと認めます。 

  以上で、報告第２号洞爺湖町国民保護計画変更の報告についての報告を終わります。 
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  ───────────────────────────────────────── 

◎議案第３号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大西 智君） 日程第４、議案第３号洞爺湖町税条例の一部改正についてを議題とい

たします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  遠藤副町長。 

○副町長（遠藤秀男君） 議案書４ページでございます。 

  議案第３号洞爺湖町税条例の一部改正についてでございます。 

  洞爺湖町税条例の一部を改正する条例を次のように定めるものでございます。 

  改正の趣旨でございますが、新型コロナウイルス感染症に係る特例法が令和２年４月30日

に公布されたことに伴い、該当される方々の負担軽減を図るための改正でございます。 

  以下、議案説明資料の１ページからの洞爺湖町税条例新旧対照表によりご説明を申し上げ

ます。 

  第１条関係の改正でございます。 

  附則第10条、読替規定でございます。今回の新型コロナウイルス感染症の拡大防止措置に

起因して、厳しい経営環境状況となっている中小事業者等に対しまして、地方税法第61条で、

令和３年度分の固定資産税について、償却資産及び事業用家屋に係る部分を２分の１もしく

は全額減免する措置が定められてございます。 

  また、第62条で、生産性向上特別措置法に規定する認定先端設備導入計画に従って取得し

た一定の家屋及び構築物について、３年間免除する措置が定められてございます。 

  なお、これらの措置による固定資産税の減収分につきましては、全額国費で負担するとい

うこととなってございます。 

  それから、附則第10条の２第24項につきましては、先ほどの生産性向上特別措置法に関す

る文言を整理したものでございます。 

  第27項につきましては、生産性向上特別措置法に基づく減免対象として、一定の家屋及び

構築物を追加することとしたものでございます。 

  説明資料２ページになります。 

  第15条の２につきましては、軽自動車税の環境性能割の非課税の期限を３年３月31日まで

６か月間延長するものでございます。 

  続きまして、第24条でございます。新型コロナウイルス感染症等の影響により収入が減っ

た方を対象とする徴収猶予特例の期限についてでございます。納期限から１年以内とするこ

との追加及びその申請の際に必要とする書類の添付を定めるものでございます。 

  次に、第２条関係の改正になります。３ページでございます。 

  第10条の改正につきましては、第１条の改正において追加した固定資産税の減免の規定に

ついて、法律改正のため条項を整理したものでございます。 

  第10条の２第27項でございますが、法律改正に伴う条項の整理でございます。 
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  第25条の追加につきましては、新型コロナウイルス感染症の影響により、文化、芸術、ス

ポーツ、イベント等を中止とした主催に対しまして、観客等が入場料等の払戻し請求しな

かった場合に、その放棄した金額を寄附金控除の対象とすることができるとするものでござ

います。 

  ４ページでございます。 

  第26条についてでございます。個人の町民税の住宅借入金等特別税額向上につきまして、

適用期限が令和15年度までとなっているものを令和16年度まで延長することとしたものでご

ざいます。 

  議案書の５ページに戻っていただきます。 

  附則でございます。この条例は、公布の日から施行するものとしますが、第２条の規定は、

令和３年１月１日から施行するものでございます。 

  以上、ご提案申し上げます。よろしくご審議をお願いいたします。 

○議長（大西 智君） 提案理由の説明を終わります。 

  これから、質疑を行います。 

  質疑はありますか。 

  ５番、立野議員。 

○５番（立野広志君） ただいま説明いただきました税条例の一部改正について、二、三伺い

たいと思います。 

  一つは、固定資産税についてなのですが、令和２年２月、今年の２月から10月までの任意

の３か月間の売上げというふうに、これが30％以上50％未満の場合と50％以上減少している

場合というふうに二つに分けているわけですが、ここで言う任意の３か月の売上げというの

は、連続した３か月をいうのか、それともその間で３か月飛んでいても３か月分というふう

に見るのかということと。10月までというふうになっているのですが、この根拠は何でしょ

うか、これについても説明いただきたいと思います。 

  それから、同じ固定資産税の関係ですが、ちょっと見慣れない言葉といいますか、生産性

革命という言葉がこの中に入っているのですが、生産性革命の実現に向けた固定資産税の特

例措置と、なかなか今まで余り出てこなかった言葉だと思うのですが、これは一体どういう

内容のものを言うのか、設備投資のことなのだろうと思うのですが、その辺も説明をいただ

きたいと思います。 

  それと、道町民税の関係で言いますと、これは、文化、芸術、スポーツ、イベントを中止

した主催者に対して払戻しを求めなかった、いわばお客さんですね、求めなかった場合、そ

の分は寄附としてみなすということなのですが、そういうのもあっていいのかなと思います

けれども、問題は、これは道町民税の扱いで、本来は、イベント主催者側もかなりの減収に

なってくるわけです。そういう対応というのはここには出ていないのですが、その点につい

ては、特に町としては検討がなかったのかどうか、その辺についてちょっと伺っておきたい

と思います。 
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○議長（大西 智君） 答弁をお願いします。 

  藤岡税務財政課長。 

○税務財政課長（藤岡孝弘君） まず、１点目の固定資産税の関係についてでございますけれ

ども、対象期間は、令和２年２月から10月までの任意の３か月間の売上げとなっております

けれども、連続する３か月なのか、それともそうではないのかというご質問でございますけ

れども、これは、この期間であれば、連続する３か月ということではございません。あくま

でこの期間の３か月間のいずれかが30％以上か50％未満減少している場合ということでござ

います。 

  また、10月までの根拠でございますけれども、この減免の申請期限が令和３年１月末まで

が期限となっているところでございまして、それを翌年度、令和３年度の固定資産税の賦課

に反映させるということでございまして、10月までの期限とさせていただいているところで

ございます。 

  また、２点目の固定資産税の、生産性革命の実現に向けた固定資産税の特例措置でござい

ます。これについては、ちょっと制度が複雑なのですけれども、まず、概要のほうをご説明

申し上げます。 

  まず、中小企業、小規模事業者等が設備投資を通じて、まず、労働生産性の向上を図るた

めの先端設備等導入計画というものを、まず市町村のほうに提出することが要件となってお

ります。この計画につきましては、市町村が国から導入促進基本計画を作成し、国の同意を

受けている場合、市町村が、さきに申した事業者からのこの計画を受けることができるとい

うふうにされております。 

  具体的な内容についてなのですけれども、従来はこの課税標準の特例を受けるのは、機械

装置、設備、器具、備品などの償却資産、旧モデル費で生産性が年平均１％以上向上するも

のということでございましたけれども、改正後は、これに新たに事業用家屋と構築物を対象

に加え、事業用家屋取得額の合計300万円以上の先端設備を導入したもの、さらに旧モデル

と比較し、生産性が年平均１％以上向上するものという要件がございます。これに該当した

場合には３年間の固定資産税の課税標準額をゼロにするという特例でございます。 

  最後、イベントの関係でございますけれども、これにつきましては、主催者が国の許可を

受けたイベントの払戻しを、チケット購入者が寄附をした場合に寄附金控除の対象とするも

のでございます。事業者の減収分についてまでの規定というのは、現在のところ定めてはお

りません。 

  以上でございます。 

○議長（大西 智君） ５番、立野議員。 

○５番（立野広志君） おおむね分かりました。最初の、３か月連続でなくてもいいというこ

とが理解できましたが。 

  ２番目に答えていただいた生産性革命の実現に向けた固定資産税の特例措置というのは、

実際、当町において、例えば300万円以上の生産設備を整えてとか、事前に道などにも届出
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をしてからという話かな……。それで、こういう該当というのは、現時点、あるいは今後あ

り得る状況なのでしょうか、それだけ確認します。 

○議長（大西 智君） 藤岡税務財政課長。 

○税務財政課長（藤岡孝弘君） 現在のところ、この固定資産税の特例を受けている事業所は

ございません。 

  なお、今後の見込みについても、このような設備を備えている事業所が現在のところもご

ざいませんので、恐らく該当はないというふうに考えているところでございます。 

○議長（大西 智君） ほかに、質疑はありますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） これで、質疑を終わります。 

  これから、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第３号洞爺湖町税条例の一部改正についてを採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第３号洞爺湖町税条例の一部改正については、原案のとおり可決されま

した。 

  ───────────────────────────────────────── 

◎議案第４号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大西 智君） 日程第５、議案第４号洞爺湖町国民健康保険税条例の一部改正につい

てを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  遠藤副町長。 

○副町長（遠藤秀男君） 議案書６ページでございます。 

  議案第４号洞爺湖町国民健康保険税条例の一部改正についてでございます。 

  洞爺湖町国民健康保険税条例の一部を改正する条例を、次のように定めるものでございま

す。 

  改正の趣旨でございますが、新型コロナウイルス感染症の影響で収入の減少した対象者に

対しまして、令和２年２月１日まで溯って減免を適用しますが、申請期限の要件を特例とし

て緩和するものでございます。 

  以下、議案説明資料５ページをお開きいただきたいと思います。 

  洞爺湖町国民健康保険税条例の新旧対照表でございます。 
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  附則に、第24項としまして、次の１項を加えるものでございます。これにつきましては、

新型コロナウイルス感染症の影響により、保険税の減免の適用を受ける者については、減免

申請期限である納期限の７日前までの申請の規定がございますが、この規定に関わらず申請

ができるものとするものでございます。 

  議案書６ページにお戻りいただきたいと思います。 

  附則でございます。この条例は、公布の日から施行するものでございます。 

  以上、ご提案申し上げます。よろしくご審議をお願いいたします。 

○議長（大西 智君） 提案理由の説明を終わります。 

  これから、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  ５番、立野議員。 

○５番（立野広志君） 国民健康保険税条例の一部改正について質問しますが、これは、この

後の介護保険にも関わることなので、ここでお聞きしたいと思います。 

  まず、保険税の減免の要件に、町長が必要と認めたときとしか書いていないのです。事項

別明細の対照表の中にもそういうふうに明記されています。さっきの税条例の関係でいうと、

収入が30％から50％以内で減収になった場合とか、あるいは50％以上というふうに明記され

ていますけれども、国民健康保険やこの後の介護保険もそうなのですが、そういう具体的な、

収入がどのくらい減ったら、例えば町長が必要と認めた者になるのかどうかというようなこ

とについて明記がされておりませんので、その点については、どこで定めるのか、その辺を

明らかにしていただきたいと思います。 

  事前に伺っていた話によれば、例えば国保の加入者の世帯主が死亡した場合とか、あるい

はコロナウイルスに感染した場合とかというふうに言っておりますけれども、実際に収入の

減少というのはどのくらいをめどとしているのか、その辺についてもちょっと伺っておきた

いと思います。 

○議長（大西 智君） 藤岡税務財政課長。 

○税務財政課長（藤岡孝弘君） このたびのコロナウイルスの関係による国民健康保険税の減

免についてでございますけれども、昨日の一般質問の中でも答弁申し上げたのですけれども、

まず、コロナウイルスの関係で死亡または重篤な傷病を負った方については10割、全て減免、

30％以上減収した場合については、減免規定をこのたび設けまして、一部を減免するという

ことでございまして、収入の認定というか、従前の減免の取扱要綱の中でも、あくまでも所

得を減少する証明するものと。例えば雇用保険の受給資格者証ですとか、離職または廃業届

だとか、そういったもので、所得が減収していると認める場合については、町長が特別に定

めるものとして、減免の規定はあったのですけれども、このたびのコロナウイルスの特例の

減免については、このような今回、条例の規定を設けたのは、保険税の今回の減免につきま

しては、令和２年度の保険税の８期、９期も対象としているものでございまして、これを受

ける条例というのは整備されておりませんでしたので、今回、条例を改正したものでござい
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ます。 

  収入の認定につきましては、昨日も申し上げたのですけれども、前年の主たる生計維持者

の合計の所得金額により判定することとしておりまして、300万円以下から1,000万円以下の

５段階の区分に応じて、それぞれ減免の割合を乗じて所得の減収額を算出し、保険税の減額

を行うものでございます。 

○議長（大西 智君） ５番、立野議員。 

○５番（立野広志君） おおむね理解できました。そうすると、たしか国保は９期までの税納

入期です。そうすると、８期、９期について減免するための対応だということなのですが、

既に納めてしまってから、それを戻してもらうという形での申請になるのですか、この辺だ

け。 

○議長（大西 智君） 藤岡税務財政課長。 

○税務財政課長（藤岡孝弘君） 令和元年度分の８期、９期分について、既に納付いただいて

いる方が今回の減免の要件に該当する場合については、溯って申請をいただいて、還付の手

続を取ることとしております。 

○議長（大西 智君） ほかに質疑はございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） これで、質疑を終わります。 

  これから、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第４号洞爺湖町国民健康保険税条例の一部改正についてを採決します。 

  お諮りいたします。 

  本案は、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第４号洞爺湖町国民健康保険税条例の一部改正については、原案のとお

り可決されました。 

  ───────────────────────────────────────── 

◎議案第５号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大西 智君） 日程第６、議案第５号洞爺湖町介護保険条例の一部改正についてを議

題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  遠藤副町長。 

○副町長（遠藤秀男君） 議案書７ページでございます。 

  議案第５号洞爺湖町介護保険条例の一部改正についてでございます。 
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  洞爺湖町介護保険条例の一部を改正する条例を、次のように定めるものでございます。 

  改正の趣旨でございますが、新型コロナウイルス感染症の影響により収入の減少した対象

者に対しまして、令和２年２月１日に溯って減免を適用しますが、申請期限の要件を特例と

して緩和するものでございます。 

  議案説明資料の６ページをお開きいただきたいと思います。新旧対照表でございます。 

  附則に、第13項として、次の１項を加えます。新型コロナウイルス感染症の影響により、

保険料の減免の適用につきましては、減免申請期限である普通徴収の方法により保険料を徴

収されている者は、納期限前７日までに、特別徴収の方法により保険料を徴収されている者

は、特別徴収対象年金給付の支払いに係る月の前々月の15日までに申請するとの規定になっ

てございますが、これに関わらず申請できるとするものでございます。 

  議案書の７ページにお戻りください。 

  附則でございますが、この条例は、公布の日から施行するものでございます。 

  以上、ご提案申し上げます。よろしくご審議をお願いいたします。 

○議長（大西 智君） 提案理由の説明を終わります。 

  これから、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 質疑なしと認めます。 

  これから、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第５号洞爺湖町介護保険条例の一部改正についてを採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第５号洞爺湖町介護保険条例の一部改正については、原案のとおり可決

されました。 

  ───────────────────────────────────────── 

◎議案第６号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大西 智君） 日程第７、議案第６号工事請負契約の締結についてを議題といたしま

す。 

  提案理由の説明を求めます。 

  遠藤副町長。 

○副町長（遠藤秀男君） 議案書８ページでございます。 
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  議案第６号工事請負契約の締結についてでございます。 

  次のとおり契約を締結するため、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に

関する条例第２条の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

  工事名につきましては、アイヌ民族共生拠点施設新築工事（建築工事）でございます。 

  工事場所につきましては、虻田郡洞爺湖町本町１番地。 

  契約の方法につきましては、指名競争入札。 

  契約金額、１億3,574万円となってございます。 

  工期でございますが、契約の日から令和２年12月18日まで。 

  契約の相手方につきましては、虻田郡洞爺湖町入江162番地３、高清水・リフォーム成田

経常建設共同企業体、代表者、高清水建設株式会社、代表取締役三好健一。構成員、リフ

ォーム成田株式会社、代表取締役三橋憲二となってございます。 

  議案説明資料７ページに平面図等がございます。ご覧いただきたいと思います。 

  図面の説明は省略いたしますが、建物の概要でございます。構造につきましては、木造平

屋建てでございます。延べ床面積494.38平米、建築面積530.42平米となってございます。 

  以上、提案を申し上げます。よろしくご審議をお願いいたします。 

○議長（大西 智君） 提案理由の説明を終わります。 

  これから、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  １番、越前谷議員。 

○１番（越前谷邦夫君） 質問させていただきます。 

  いよいよアイヌ民族の共生拠点施設新築工事、本丸の入札が終わったということでありま

すが、これから電気とか鋼管のほうも出てくるのだろうと思うのでありますが、契約締結の

ところで、工事場所のところで若干質問させていただきたいと思うわけでありますが、これ

は以前から私は何度も、再三再四にわたって述べておりますように、この地域というのは津

波の浸水想定区域であります。 

  そして昨今、非常に津波災害に向けた報道というのが非常に多く出てきております。その

中におきまして、いわゆる役場庁舎が浸水になるということで、登別と室蘭と、このかいわ

いでは洞爺湖町ということであります。洞爺湖町の庁舎への最大の津波の想定は5.8メート

ルということからいくと、庁舎は2.6メーターの浸水想定区域になるということであります。 

  併せて、この建設場所というのは海抜3.5メーターでありますから、当然巨大な地震が発

生して津波が発生したならば、当然庁舎よりも線路沿いから下のほうは全部浸水してしまう

と。そういったところに津波災害であるとか、そういったものの避難施設にならない公共施

設をなぜこの場所に建てなければならないのかということは再三私は質問して、町長とか副

町長の答弁を聞いてきたところであります。 

  今日は、今回、機構改革によって、企画防災課の危機管理室長という、昨日も答弁の中で

は、非常に勉強されているなと私は実感しているところであります。そういった室長から、
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聞いているのですか、あなた、話しているようだけれども。浸水想定区域内にこういう施設

を建てることによって、何ら問題ないというそういう見解を持っているのかどうなのか、そ

の辺、伺っておきたいなと思います。 

○議長（大西 智君） 工事場所についての件だと思います。答弁お願いいたします。 

○１番（越前谷邦夫君） 室長の答弁だって、室長にしているのだから、あとの人は何も言う

ことないのだよ。ここに室長がいないのだったら代理でもいいけれども、あなたは。 

○議長（大西 智君） 越前谷議員、町側の答弁なので。（発言の声あり）ちょっと私語は慎

んでいただきたいと思います。 

  それでは、町側の答弁をお願いいたします。 

  仙波危機管理室長。 

○危機管理室長（仙波貴樹君） ただいまのご質問でございますが、議員おっしゃられますよ

うに、今回の工事場所につきましては、４月21日に国から日本海溝、千島海溝沿いの最大ク

ラスの地震があった場合の津波における浸水想定で、工事場所が津波浸水想定区域にあると

いうところで、そこに避難施設にならない建物を建てることにどういうふうな見解を持って

いるかということでございますが、もともとここにありました施設につきましては、当然津

波の浸水区域内の施設ということでありまして、津波の避難所ではなく、避難所としては指

定しておらず、地域の住民の方々に対しては、地震が発生して津波のおそれがある場合は高

台に避難していただくというところで、今まで地域の方々とともに避難訓練を実施してきて

おりましたので、今後のつきましても同様に避難訓練を実施して、ソフト対策による津波か

らの被害を最小限に食い止めたいというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） １番、越前谷議員。 

○１番（越前谷邦夫君） 今、室長が申し上げておりますように、４月21日に内閣府が、巨大

な津波が発生するという想定の中で、関係自治体のほうに、庁舎そのものもなくなる場所と

いうことで、先ほど申し上げた３自治体において、津波のメーター数なども、先ほど第１波

4.5メーターとか、あるいはまた、最大5.8メーター来ますと。洞爺地区の庁舎には2.6メー

ターほど来ますということであるわけなのです。 

  やはり以前から心配されているように、今まであったからそこへ建てるという、その計画

そのものの発想そのものが間違っていると思う。今まであったのは、全くこういう津波の浸

水想定とか何とかということのなかったところに建設をされたわけだ。 

  ところがどんどん未曾有の災害が発生している。そして津波で東日本大震災等であれだけ

の被害を日本は受けたと。そういうことを考えた中で、政府全体がハザードマップを作成し

ながら、北海道もハザードマップを作成して、我々行政のほうにもハザードマップを作成し

ないということで、やはり指導があるのです。 

  そこで、何を言いたいかというと、やはりハザードマップの中においても、この中にある、

ハザードマップ内にある公共施設は、そういう発令が出た場合には使用できないと。明確に
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ハザードマップにもうたっていると思うのですが、そういう地域にあえて約２億円何ぼもか

けて、今日の本丸は急ぐ3,000万円ですけれども、これから電気だとか鋼管をやつたら２億

円を超えるでしょう。そういう公共施設をなぜそこへ建てなければならないのかと常々思っ

ているのです。 

  あなたは、今、答弁したこと、町長、副町長などとも全く同じ意見だなと。下で働いてい

るからそう思うのだろけれども、しかし、災害というのは想定しないところにも災害という

のは発生するのです。したがって、こういうハザードマップでうたわれている危険区域の中

に改めて公共施設を建てるというところの理念、姿勢というのは私は理解できないのです。 

  そういうことを考えれば、やはりあなたにもう一度伺っておきたいのですが、あなたは、

真屋町長下の企画防災危機管理室長だと思うのですが、室長として、もう一度伺っておきた

いなと。もう一度、何ら問題ないという考え方があるのか。あなたは、一昨年、防災セン

ターで、マグマのことで随分質問があったときに、あなたは、6000年前のマグマがどういう

状態であったかという（「越前谷議員」と言う人あり）ちょっと待ってれって、大事なのだ

から。そういうだけの、あなたの知識を持っているところからいけば、この場所にこういう

施設をつくるのが本当に妥当なのかということをもう一度答弁してもらいたい。あなたの答

弁を聞きたい。 

○議長（大西 智君） 越前谷議員、あなたのというのは、仙波課長でよろしいでしょうか。 

○１番（越前谷邦夫君） はい、そうです。 

○議長（大西 智君） 仙波危機管理室長。 

○危機管理室長（仙波貴樹君） ただいまのご質問ですが、東日本大震災でも巨大な防潮堤が

あったにも関わらず、想定を超える津波が来て、全く、我々の言葉で言うと、ああいう施設

をハードと呼んでいるのですが、ハードだけに頼っておりますと、結局そこに安心感が生ま

れて、本来逃げなければいけない方も逃げないという、そういうことも想定されますので、

当然ハードの整備も必要だとは考えますが、何よりもそれ以上にソフト対策というのが非常

に巨大災害には有効だというふうに、私自身もいろいろな話をこれまで聞いてきて、そう考

えておりますので、今後についてもハードだけに頼ることなく、ソフト対策、避難訓練等々

を通じて住民に、津波災害の発生のおそれがある場合は、いち早く、１分でも１秒でも、１

メートルでも２メートルでも高いところに逃げるということを今後も徹底していきたいとい

うふうに私は考えております。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） ほかに、質疑はございますか。 

  ５番、立野議員。 

○５番（立野広志君） 私も先ほどの議員の質問とは違う角度で伺いたいのですが。 

○議長（大西 智君） 立野議員、締結の質疑ということで、質問ではなく質疑にしてくださ

い。 

○５番（立野広志君） 質疑にします。それで、前にも言っていましたけれども、津波対策と
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いう点で言うと、例えば建物、特に行政が率先してこういう地域に建物を建てるわけでしょ

う。そうすると、確かに建物ではなくて、高台にすぐ避難をするということが基本だと言っ

ても、間に合わなければそこにも行かざるを得ないということも出てくると思うのです。例

えばこれが深夜であり、冬でありとかといろいろな条件があります。ですから、例えばこう

いう建物を建てる場合に、最低限でもそういう防災対策も含めて設備を整えておくことも大

事なのではないかという気がするのですが、例えば図面を見ても、そういった何か対応とい

うのは全く想定していないし、考えていないように見えるのです。確かに地元のこれまで生

活館として使っていた人たちにとってみると、同じ場所に同じような施設があるということ

は非常に望ましいことではあるけれども。 

  ただ、今回、これまでの想定よりもさらに津波の高さが高くなる、そういう危険性がある

ということが指摘されています。そうすると、なおのこと津波の到達時間も変わってくるし、

そして逃げ遅れる人たちも当然出てくるのだと思うのです。そういうときに、やはりそう

なったときには、近場のできるだけ高い場所に避難せざるを得ないということになったとき

に、この施設もそういう意味でいうと、一時的なものではあるかもしれないけれども、避難

のできる場所に考えておく必要があるのかなと。別に常時避難しなくてはいけない場所では

なくても、周りには高い建物はないわけですから、そういうことを考えたときに、そういう

ような対応もできるような設備も考えておくべきではないかなということを前にも私お話し

したことあったと思います。そういう対応が、この図面を見ても何かないような気がするの

ですけれども、その辺いかがですか。 

○議長（大西 智君） 真屋町長。 

○町長（真屋敏春君） 前にも議員のほうからそういうふうなご指摘、ご質問がありました。

その後、地域の方々、特に４区自治会あるいは３区自治会、７区自治会等々の方々のお話も

聞かせていただきました。津波が来るときには、３区にしても４区にしても７区にしても、

まずは高いところに避難をしていただく。これが私ども行政のほうと、地域に住んでいる

方々と一致した意見でございまして、今回この建設する場所につきましては、単なる地域の

集会施設、あるいはアイヌの方々も結構あの辺に住んでおられる方がいらっしゃる。日常使

う施設として、今回契約をしたところでございます。 

○議長（大西 智君） ５番、立野議員。 

○５番（立野広志君） 日常使う施設として契約したと。結論はそこです。ですから、対策

等々については全く取られていないということなのでしょう。 

  ただ、例えば避難施設として使わなくても、避難の備品、例えば、よく最近言われる組立

て式のリヤカーとか、そういった何か災害時に、ここを拠点にして、例えば救助活動なり、

津波で避難する際にも、なかなか歩けない人もいるわけです。そういうときに、そういう

方々を介助しながら避難をさせることができるような設備をここに常備しておくとか、それ

を常に日常的に住民が使って訓練できるような環境をつくっておくとか、そういう何か災害

というものを考えたときに、この施設もその災害のときに何らかの役に立つ施設として活用
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する。避難場所でなくていいです。町長がすぐ高台に移れるというのなら、避難場所でなく

てもいいのだけれども、避難する際に必要な備蓄品なども含めて、ここに保管しておく、そ

ういうことも必要なのではないかなと。最低限そういう施設であってほしいなと思うのです

が、そういったことは、ここの例えば間取りを見ても、ホールとか会議室とかいろいろあり

ますけれども、そのほかに倉庫や何かを置くのかどうか分かりませんが、そういう避難に伴

う救助といいますか、搬送といいますか、そういったものや日常訓練に必要な、そういう装

備をここに置きながら、ふだんから住民の人たちに、避難の際に活用してもらえるようにす

るということができるのかどうか。実際避難訓練やっても、参加するというのは、本当に周

辺の人たちの１割も満たない人たちでしょう。だから、そういう中でふだんからそれを使え

るような環境にしておく必要があるのではないかなという気がするのですけれども、そうい

う考えはないのですか。 

○議長（大西 智君） 遠藤副町長。 

○副町長（遠藤秀男君） 津波等災害の場合には、まず最優先として、やはり高台に避難して

いただくということが大事かなというふうに思ってございます。その中で、今回新たにでき

る施設に避難用の備品等を整備する考えはあるかということだと思います。あそこの近くの

自治会が第４区の自治会となってございます。ここでは、自主防災組織も結成していただい

ておりますので、その組織としっかり協議しながら、どういう備品があればいいのかという

ことを考えて進めていきたいというふうに思ってございます。 

○議長（大西 智君） ほかに、質疑はございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） これで質疑を終わります。 

  これから、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  まず、本件に反対者の発言を許します。 

  ５番、立野議員。 

○５番（立野広志君） 今回のアイヌ民族共生拠点施設新築工事ですが、これは、計画そのも

も、以前から私も指摘をして反対をしてまいりましたけれども、今、説明を伺っても、本当

に防災に対する考え方というのが全然そこに入っていない。例えば自主防災組織があるから、

これからその方々と相談していきますと、これからの話です、それだって。だから、本当に

この施設を、そういう津波もそうですが、様々な災害が発生した場合にも、どういう役割を

果たすようなものにしていくのか、特に浸水区域内に、そもそもが町が大きな施設として建

てるわけですから、その点で言えばそれなりのリスクを伴っているわけですし、リスクに対

する対策というのも併せて行政が取っていかなくてはいけないのだろうと思うですが、これ

はあくまでもこれからという話ですよね。計画の段階からそれを盛り込んでいくというので

はなくて、これからだという。そのなような災害対策に対する認識が非常に私は低いのでは

ないかと、ましてやそういう津波は多分何百年に１件ぐらいしか来ないのではないかみたい
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な、そういう安易な発想でもし計画を立てているのだとすれば、これは私やっぱり認めるわ

けにいかない。後で、後々本当に後悔する。そういう結果を生んでしまうような気がしてな

らないものですから、今回の契約については反対いたします。 

○議長（大西 智君） 次に、本件に賛成の発言を許します。 

  ７番、千葉議員。 

○７番（千葉 薫君） まず、この議案、アイヌ民族共生拠点施設というのは３月議会で、予

算で通っているということでございます。そして今回の契約締結についてという議案であり

ますから、私はこれについて賛成をいたしますが、反対者のご意見、当然あの場所はそう

いった地域であるということは分かっています。ただ、地域としても、使用されている方々

も納得の上、そこはやっぱり今までどおり使わせていただきたい。また立派になるのであれ

ばこしたことはないので、お願いしたいということでございます。 

  ですから、そのように避難訓練のことも出ていましたけれども、避難訓練されているのも

一部かもしれません。ただ、前回のように津波があっても逃げないとか、逃げ遅れがないよ

うに、自主防災組織もできていますし、地域の方々、老人クラブの方々、使われる方々が、

そういったことを防災で考えるという機会になるのではないかなというふうに思います。５

番議員の言われるとおり、防災に対してはこれからですけれども、建てることに対しては賛

成しますし、防災のことのありように対しては、私ども初め、地域の者も役場の方々も、こ

れから試されるのだろうというふうに思います。大事がないように、そういうことは訓練し

ていきながら進めてまいりたいと思いますので、ご理解いただきたいと思います。私はこの

締結に対して賛成をいたします。 

○議長（大西 智君） ほかに、討論はございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） これで討論を終わります。 

  これから、議案第６号工事請負契約の締結についてを採決いたします。 

  この採決は起立によって行います。 

  本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

          〔賛成者起立〕 

○議長（大西 智君） 起立多数です。 

  したがって、議案第６号工事請負契約の締結については、原案のとおり可決されました。 

  ここで、休憩といたします。再開を11時10分といたします。 

（午前１０時５８分） 

────────────────────────────────────────── 

○議長（大西 智君） それでは、再開いたします。 

  引き続き、議案に入ります。 

（午前１１時１０分） 

  ───────────────────────────────────────── 



- 123 - 

◎議案第７号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大西 智君） 日程第８、議案第７号工事委託協定の締結についてを議題といたしま

す。 

  提案理由の説明を求めます。 

  遠藤副町長。 

○副町長（遠藤秀男君） 議案書９ページでございます。 

  議案第７号工事委託協定の締結についてでございます。 

  次のとおり工事委託協定を締結するものです。 

  委託工事名につきましては、洞爺湖町公共下水道虻田下水終末処理場他の建設工事でござ

います。 

  協定の方法については、随意計画でございます。 

  協定金額、４億7,000万円となってございます。 

  工期につきましては、協定の日から令和４年３月11日までとなってございます。 

  協定の相手方でございます。東京都文京区湯島二丁目31番27号、日本下水道事業団、理事

長辻原俊博でございます。 

  令和元年度から５か年のストックマネジメント計画に基づきまして、令和２年から３年に

行う虻田下水終末処理場ととうやクリーンナップセンターの機械、電気設備の更新工事に係

るものでございます。 

  議案説明資料８ページ、９ページに工事概要及び箇所図がございます。 

  ８ページが虻田下水終末処理場の工事概要でございます。表の左のほうに、令和２年から

３年に係る工事でございます。機械、電気設備としまして、汚泥処理施設、四つの設備、そ

れから運転操作設備につきましては二つ。それから監視制御設備につきましては一つ、これ

らを更新するものでございます。 

  次のページ、とうやクリーンナップセンターの工事概要でございます。同じく２年から３

年に実施する工事でございますが、機械、電気設備、汚泥処理設備として３施設、それから

運転操作設備としまして二つの設備、それから監視制御設備としまして一つを更新する予定

となってございます。 

  以上、提案申し上げます。よろしくご審議をお願いいたします。 

○議長（大西 智君） 提案理由の説明を終わります。 

  これから、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  ６番、五十嵐議員。 

○６番（五十嵐篤雄君） 簡単にお伺いするのですが、大変な額にもなるので確認をしておき

たいと思いまして、質問いたしますが、それぞれ処理設備のメンテナンスというか、更新と

いうことですけれども、これは、サイクルとして、どれぐらいのサイクルで更新をしなけれ

ばいけないのかどうか。 
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  クリーンナップセンターの場合は、これは１か所の部分を定期的な形でメンテナンスすれ

ばいいのかもしれませんが、虻田処理場の場合ですと、これは場所がいろいろ広範囲に及ん

でいるので、エリア的に何区画かを順次変えていくことになるのか、ちょっと素人で分から

ないので、簡単にご説明をお願いします。 

○議長（大西 智君） 篠原上下水道課長。 

○上下水道課長（篠原哲也君） 虻田下水終末処理場ととうやクリーンナップセンターの今回

の工事に関しましては、汚泥処理設備を更新するのがメインの工事になっております。 

  事業のサイクルとしましては、機械に関しては大体10年から15年、電気設備に関しては大

体20年ぐらいをめどとして、更新が必要とされております。 

  ただ、クリーンナップセンターの場合は、平成７年稼働から今回、約25年経過しているの

ですけれども、その間いろいろ汚泥脱水設備、故障もあったのですけれども、修繕等で対応

して、何とかここまでやってこれたというのが現状でございます。 

  ただ、最近の修繕については、設備修繕するのにもう部品もなくて、なかなか中古品を

持ってきて修繕しているというような状況もございまして、これ以上は、部品もなくて修繕

するのも難しいことで更新に踏み切ってございます。 

  虻田の下水終末処理場に関しても、平成17年ぐらいに、たしか脱水設備については更新し

ておりまして、それ以降の今回の更新ということになってございます。 

  基本的に、先ほど申しましたように、汚泥処理設備の更新なのですけれども、図面で見た

ら広範囲にわたっているように見えるのですけれども、電気制御盤とかが設備管理の関係で

ちょっと離れたところにあって、広範囲に場所がほかに点在しているように見えるのですけ

れども、どれも汚泥脱水設備の更新でございまして、もちろん工事をやっている間も稼働し

なければならない施設でございますので、順次稼働しながら一つ一つ更新していくというよ

うな作業になります。 

  以上でございます。 

○議長（大西 智君） ほかに、質疑はありますか。 

  ５番、立野議員。 

○５番（立野広志君） 今回の終末処理場の工事の関係ですが、これは財源の内訳といいます

か、４億7,000万円になるのですが、これは国の関係を含めて、あるいは起債もそうでしょ

うが、財源の内訳を教えていただけませんか。 

○議長（大西 智君） 篠原上下水道課長。 

○上下水道課長（篠原哲也君） 終末処理場の機器の更新につきましては、社会整備総合交付

金が該当いたします。処理場の機器の電気設備、機械設備については、55％の効率補助と言

われている補助事業になりますので、約55％が国からの交付金になります。ほかの45％につ

いては、下水道債と過疎債を借りた起債対象となっております。 

  以上でございます。 

○議長（大西 智君） ５番、立野議員。 
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○５番（立野広志君） 今、55％は国の補助だと、そのほかは下水道債含めてということなの

ですが、そうすると地元負担というのは最終的にどのぐらいになりますか。 

○議長（大西 智君） 篠原上下水道課長。 

○上下水道課長（篠原哲也君） 地元負担といいますか、45％が起債を借りてやるので、地元

負担と言えば地元負担なのですけれども、その45％起債を借りた分の起債の償還費の元本に

関わる部分については、大体70％ぐらい交付税措置されます。そういった制度になっており

ます。 

○議長（大西 智君） よろしいですか。 

  藤岡税務財政課長。 

○税務財政課長（藤岡孝弘君） 財源の内訳についてでございますけれども、55％が国庫補助

金、残りの45％が下水道債と過疎債、借入れの内訳につきましては、２分の１ずつが下水道

債と、残り２分の１が過疎債で借入れをして行っております。それぞれ起債の実質負担とい

うことでございますけれども、過疎については、充当率が100、後年度の交付税措置が70％。

下水道債につきましては、これも財政措置はあるのですけれども、今年度充当率何％かとい

うのは定かではないのですけれども、交付税措置があるのは、下水道債も同じでございます。 

○議長（大西 智君） ほかに、質疑はございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） これで質疑を終わります。 

  これから、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第７号工事委託協定の締結についてを採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第７号工事委託協定の締結については、原案のとおり可決されました。 

  ───────────────────────────────────────── 

◎議案第８号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大西 智君） 日程第９、議案第８号財産の取得についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  遠藤副町長。 

○副町長（遠藤秀男君） 議案書10ページでございます。 

  議案第８号財産の取得についてでございます。 

  次のとおり、財産を取得するため、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分
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に関する条例第３条の規定により、議会の議決を求めるものです。 

  取得する財産でございますが、小型のノンステップバス１台でございます。 

  契約の方法につきましては、随意契約。 

  取得額につきましては、2,037万1,220円でございます。 

  取得先、登別市栄町１丁目15番地５、北海道日野自動車株式会社室蘭支店、支店長羽田英

人でございます。 

  このバスにつきましては、虻田地区のコミュニティバスが老朽化したことに伴う更新事業

でございます。当町が予定する仕様の小型のノンステップバスが１社しか取り扱っていない

ことから随意契約としたものでございます。 

  議案説明資料10ページ、11ページに概要を掲載してございます。 

  10ページでございますが、車種につきましては、日野ポンチョ、ロング、１ドアタイプ、

寒冷地郊外型仕様でございます。 

  車両概要につきましては、小型車、全長が6,990ミリメートルでございます。定員につき

ましては、座席17名、立席が14名、乗務員が１名となってございます。 

  それから、主な仕様につきましては、記載のとおりとなってございます。 

  納車期限でございますが、令和２年12月10日。 

  財源措置でございますが、令和２年度アイヌ政策推進交付金と合併特例債を活用してござ

います。 

  次ページに参考図が出てございますので参照していただければなと思います。 

  以上、提案を申し上げます。よろしくご審議をお願いいたします。 

○議長（大西 智君） 提案理由の説明を終わります。 

  これから、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  ５番、立野議員。 

○５番（立野広志君） ようやく本格的なコミバスが導入されるというような気がするのです

が、今回、事前に頂いている説明の資料を見ますと、車椅子も乗車できる状態になっている

ということです。 

  それで、一つは、車椅子乗車ということになると、これは介助者とか、そういった関係は

当然、なかなか運転手が１人で、あとは車椅子の方が勝手に乗って自分で固定するという格

好になるのか、それともそういったことを含めて運転手もしていただくような格好になるの

か。そういう意味で言うと、大変いいことではあるのだけれども、業務を委託されている側

の事業者なり乗務員にとってみると、ちょっと今までよりも負担が増えるのだろうなという

気がするのです。その分に何かフォローするような、そういう対応があるかどうかというこ

とと。 

  それから、参考にラッピングがあるのですよね、イメージとして。これ別に、うちの導入

するバスがこういうラッピングになるということではないのかなと見ておりましたが、この
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ラッピングも本当に愛着の持てる、そういうものにしていく考えがあるかどうかと。 

  それから、できれば多くの人に利用してもらうことを考えて、愛称なども公募して、単な

る巡回バスということではなくて、何かそういった愛称も含めて、多くの方に利用してもら

えるような、そういうものにしていく考えがあるかどうか、ちょっと聞いておきたいと思い

ます。 

○議長（大西 智君） 佐野総務部長。 

○総務部長（佐野大次君） バス運行に対します運転手等の事業者の負担でございますけれど

も、これまでのバスから入れ替わりまして、この後、ノンステップバスとなるところでござ

います。バスの車椅子の利用に際しましては、まず、乗るためのステップといいますか、板

を設置する作業が運転手にしていただく作業となっております。また、ご自分で、ノンス

テップバスですので、基本的には、並行にノンステップバスに乗り入れる物がつくのですけ

れども、そういったところで若干サポートが必要であれば、その部分は運転手のサポート、

また、金具で車椅子を固定するので、それは車椅子の方はできない作業となりますので、そ

ういった部分は運転手の作業となるところでございます。 

  今回、バス事業者と、このバス購入に当たりまして、そういった仕様等も含めて協議して

おり、そういった支援についてはバス事業者のほうで対応いただけるものと調整を済ませて

いるところでございます。 

  次のラッピングの関係でございます。この後、バスを購入して、それぞれ運行に必要な料

金の受け箱ですとか、そういったいろいろな仕様を整備しまして、その後、バスのラッピン

グをすることとしております。このバスのラッピングにつきましては、今回、アイヌ政策推

進交付金を活用することから、アイヌ紋様を取り入れたバスとして、そのラッピングを予定

しているところでございます。 

  また、バスの愛称ですけれども、現在、バスの愛称ということではないのですけれども、

皆さん、今、コミバス、コミバスということで、そのように呼んでいただいておりまして、

現在の段階では、新たなバスとしての愛称募集というのは予定していないところでございま

す。 

○議長（大西 智君） ５番、立野議員。 

○５番（立野広志君） ちょっと追加で聞きますけれども、車椅子で乗る場合には、ステップ

を乗務員の方が入り口のところに設置しなくてはいけないということなのです。図を見ると、

スロープの長さ、多分１メーターぐらいあるのかな。バス停との関係で、本当に歩道もない

ようなところもバス停になっているところが結構があります。そうすると、今度ステップを

出すということ自体がなかなか難しい部分もあるのかなという気がするのです。そうすると、

このバスの導入と併せて、例えば従来のバス停についても見直しをするということにもなる

のでしょうか、その辺伺っておきたいと思います。 

○議長（大西 智君） 佐野総務部長。 

○総務部長（佐野大次君） 議案説明資料の中の11ページ、こちらに車椅子利用の際の取付け
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の部分が写真として掲載してございます。歩道のある部分につきましては、こちらの形状で

ほぼ並行な状態で取付け、乗降の板がつくようになっております。ご指摘のとおり、歩道の

ない場所については、停留所と路肩の部分が非常に狭いという現状もございます。車椅子利

用の際には、住宅の取付け部分ですとか、そういったところも活用しながら、車椅子利用の

際には、乗降の板、こちらの部分の設置箇所についても利用状況に併せて検討が必要と考え

ているところでございます。 

  現在、バスの導入に併せて、そういったバスの停留所の形状変更等は、現段階では予定し

ていないところでございます。 

○議長（大西 智君） ほかに、質疑はございますか。 

  ８番、今野議員。 

○８番（今野幸子君） 同じく車椅子のこと、シートベルトなのですが、シートベルトが、バ

スのこの絵を見ると、シートを倒してそこからシートベルトをするような形になるのかなと

思うところなのですが、最近、座ってシートベルトをするという、そのシートベルトを利用

して車椅子のシートベルトに使うというふうにすると、それによって事故が起きているとい

うこともよく聞かれるのですが、車椅子専用で、専門的なことは分かりませんが、車椅子に

沿ったシートベルトの設置というのを考えておられますか。 

○議長（大西 智君） 佐野総務部長。 

○総務部長（佐野大次君） 今回、バスの洞爺湖町の運行については、路線バスの運行となっ

ております。高速バス等で高速に乗る際はシートベルト着用というのが義務付けられている

ところでございますけれども、今回は一般の道路ということで、その路線運行となっており

ます。車椅子につきましては、一般乗車もそうですけれども、シートベルトをせずに、車椅

子につきましても、車椅子を固定するということで乗車していただくようになっているとこ

ろでございます。 

○議長（大西 智君） ８番、今野議員。 

○８番（今野幸子君） やっぱり体が安定していないという人が結構車椅子を利用することも

多いので、シートベルトが必要な方も出てくるのではないかなというのは、それは想定して

いないということですか。 

○議長（大西 智君） 佐野総務部長。 

○総務部長（佐野大次君） 今回、車椅子自体をタイヤロックして、さらに車椅子が衝撃です

とか振動等で動かないように車椅子をバスと固定するということになりますので、そのよう

な対応で安全対策を取っているところでございます。 

○議長（大西 智君） ほかに質疑はございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） これで質疑を終わります。 

  これから、討論を行います。 

  討論はありませんか。 
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          〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第８号財産の取得についてを採決します。 

  お諮りいたします。 

  本案は、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第８号財産の取得については、原案のとおり可決されました。 

  ───────────────────────────────────────── 

◎議案第９号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大西 智君） 日程第10、議案第９号財産の取得についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  遠藤副町長。 

○副町長（遠藤秀男君） 議案書11ページでございます。 

  議案第９号財産の取得についてでございます。 

  次のとおり、財産を取得するため、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分

に関する条例第３条の規定により、議会の議決を求めるものです。 

  取得する財産でございますが、除雪ドーザ８トン級でございます。１台。 

  契約の方法につきましては、指名競争入札。 

  取得額でございますが、1,336万5,000円でございます。 

  取得先は、石狩市新港西３丁目737番13号、コマツカスタマーサポート株式会社北海道カ

ンパニー、社長山原茂樹でございます。 

  この除雪ドーザでございますが、旧車両がもう25年経過しているということで、老朽化の

ため更新するものでございます。 

  議案説明資料12ページ、13ページに概要を掲載してございます。 

  12ページでございますが、車両の概要につきましては、車体、除雪装置、仕様、照明装置

につきましては、記載のとおりでございます。 

  納車期限につきましては、令和２年12月25日。 

  財源でございますけれども、社会資本整備総合交付金、雪寒機械増強事業を活用してござ

います。さらには、雪寒整備事業債、過疎債でございますが、これも利用しているところで

ございます。 

  次ページに参考図が出てございます。ご覧いただければと思ってございます。 

  以上、提案を申し上げます。よろしくご審議をお願いいたします。 

○議長（大西 智君） 提案理由の説明を終わります。 

  これから、質疑を行います。 

  質疑はありますか。 
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          〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 質疑なしと認めます。 

  これから、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第９号財産の取得についてを採決します。 

  お諮りいたします。 

  本案は、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第９号財産の取得については、原案のとおり可決されました。 

  ───────────────────────────────────────── 

◎議案第10号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大西 智君） 日程第11、議案第10号令和２年度虻田郡洞爺湖町一般会計補正予算に

ついてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  遠藤副町長。 

○副町長（遠藤秀男君） 議案書12ページでございます。 

  議案第10号令和２年度虻田郡洞爺湖町一般会計補正予算（第３号）でございます。 

  第１条、歳入歳出予算の補正でございます。歳入歳出それぞれ１億473万3,000円を追加し、

総額を歳入歳出それぞれ87億7,423万9,000円とするものでございます。 

  第２条の地方債の補正につきましては、事項別明細の中でご説明いたします。 

  第３条、一時借入金の補正でございます。一時借入金の借入れの最高額、現在10億円でご

ざいますが、これをさらに10億円上乗せしまして、20億円とするものでございます。これに

つきましては、税収の減収が今後見込まれるということが大きな要因、併せて新型コロナウ

イルス対策事業につきまして、国庫金等の収入のタイムラグが生じる可能性があるというこ

とから増額したものでございます。 

  以下、事項別明細書によりご説明をいたします。 

  事項別明細書の４ページ、５ページをお開きいただきたいと思います。 

  今回の補正につきましては、前年度決算の繰越金、それから新型コロナウイルス感染症対

策等に伴って事業やイベントなどが中止になっております。それらの予算を見直したものが

中心の補正となってございます。さらには、追加の経済対策事業であったり、教育対策事業

等を追加して補正してございます。その他の事業で補助金等が確定したものを計上したとこ

ろでございます。 

  まず、歳入でございます。15款国庫支出金２項国庫補助金１目総務費国庫補助金でござい
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ます。321万3,000円の増額でございます。社会保障・税番号制度システム整備費補助金でご

ざいます。中間サーバープラットフォーム整備に係る補助金でございます。 

  ４目の商工費国庫補助金1,000万円の増額でございます。過疎地域等自立活性化推進交付

金、ジオパーク活性化事業への補助金でございます。 

  ６目の教育費国庫補助金1,394万2,000円の増額でございます。小学校費補助金としまして

848万5,000円、公立学校情報機器整備費補助金、それから中学校費補助金としまして537万

5,000円、同様の補助金でございます。これにつきましては、児童・生徒用のタブレット、

ポケットＷｉ－Ｆｉを１人ずつに配置するということの事業に対する補助金でございます。

３節で社会教育費補助金がございます。史跡等保存整備事業補助金８万2,000円、これは入

江貝塚公園の植栽に係る補助金を追加するものでございます。 

  続きまして、16款道支出金１項道負担金１目民生費道負担金７万2,000円の増でございま

す。民生委員協議会交付金、道の要綱改正に伴うものでございます。 

  18款１項の寄附金１目の一般寄附金でございます。150万円の増でございます。新型コロ

ナウイルス感染症対策にと頂いた寄附を計上したものでございます。 

  ２目の観光費寄附金でございます。250万円の減額でございます。これにつきましては、

北海道トライアスロンが中止になったことに伴う減額を計上したものでございます。 

  19款１項１目の繰入金でございます。3,010万円の減額でございます。合併地域振興基金

繰入金が2,560万円の減、それから公共施設等整備基金繰入金が140万円の減、これにつきま

しては、旧温泉中学校下の教員住宅がございますが、これを定住促進住宅へ改修する予定で

ございましたが、今年度は見合わせるということから減額するものでございます。それから、

みんなの基金繰入金310万円の減でございますが、中学生の箱根町との交流、それから三豊

市とのフレンドリーツアーが中止になったことに伴う減でございます。 

  それから、20款１項１目の繰越金でございます。8,717万1,000万円の増でございます。前

年度繰越金でございます。 

  続きまして、６ページ、７ページでございます。 

  21款諸収入５項雑入３目雑入でございます。133万5,000円の増額でございます。雑入とし

ましては148万5,000円でございますが、一つがコミュニティ助成事業助成金110万円、これ

につきましては、自治会の備品整備に対する助成が確定したものでございます。その他雑入

でございますが、116万6,000円、これは本庁舎の玄関の一部が損傷してございます。それに

伴う保険金の収入でございます。それから社会教育事業等参加負担金,フレンドリーツアー

等が中止になったことによる参加費等の減でございます。学校臨時休業対策費補助金でござ

います。給食食材廃棄に対する日本学校給食会からの助成でございます。それから健診等受

診料15万円の減でございますが、脳ドックの回数が１回減ったということに伴う減でござい

ます。 

  22款１項町債５目の土木債でございます。90万円の増でございます。緊急しゅんせつ推進

事業ということで、床丹川しゅんせつ工事を起債対象として計上するものでございます。90
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万円でございます。 

  ７目の教育債でございます。1,920万円の増でございます。文化財等保存整備事業債1,920

万円、これにつきましては、高砂貝塚公園駐車場整備に伴う追加でございます。 

  続きまして、８ページ、９ページでございます。 

  歳出でございます。 

  １款１項１目の議会費でございます。166万円の減でございます。全道の町村議員研修会、

さらには箱根町親善訪問及び道外視察を取りやめということに伴う減額でございます。 

  ２款総務費１項総務管理費３目公有財産管理費389万円の増でございます。一つが公有財

産管理事業でございまして、修繕料につきましては、歳入のほうでも申し上げましたが、庁

舎玄関の車寄せのひさしが、天井の部分、一部損壊してございました。これを保険を適用し

て修繕するというものでございます。それから庁舎等施設整備設備保守管理委託料につきま

しては、町内の公共施設の電気設備点検でございますが、一部当初予算に計上漏れしていた

ことから追加するものでございます。町有住宅管理事業につきましは、修繕料として、職員

住宅がございますが、その退入居に伴う修繕２戸分を計上したものでございます。 

  ５目の電子計算管理費でございます。321万3,000円の増でございます。地方公共団体情報

システム機構への負担金でございまして、中間サーバープラットフォーム整備に伴う負担金

等を計上してございます。 

  ７目の財政関係管理費でございます。14万2,000円の増でございます。これにつきまして

は償還金でございまして、前年度の国庫負担金等の精算、返還金が生じたものでございます。 

  10目の自治振興費110万円の増でございます。コミュニティ助成事業助成金が確定したも

のでございます。青葉２区自治会の物置、テント購入に助成するものでございます。 

  11目の交通安全対策費51万2,000円の減でございます。これにつきましては、箱根町の交

通指導隊が本年度来町する予定でございましたが、これが取りやめになったということで減

額するものでございます。 

  ２項徴税費１目賦課徴収費でございます。238万円の増でございます。これにつきまして

は、会計年度任用職員の採用でございまして、税務財政課の補助職員でございます。当初、

正職員を配置する予定でございましたが、それができなかったということから、会計年度任

用職員を採用するものでございます。 

  続きまして、10ページ、11ページでございます。 

  ３款民生費１項社会福祉費１目社会福祉総務費７万2,000円の増でございます。これにつ

きましては、洞爺湖町民生委員協議会交付金の増でございまして、民生委員の活動費等の単

価の変更に伴うものでございます。 

  ４款衛生費１項保健衛生費１目予防費でございます。40万円の減額でございます。脳ドッ

ク検診委託料、今回の新型コロナの関係で２回が１回になったということでの減でございま

す。 

  ７款１項商工費１目商工振興費2,709万円の減でございます。これにつきましては、工事
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請負費でございますが、2,702万円の減、旧温泉中学校下の教員住宅でございますが、改修

工事を見合わせることに伴う減でございます。新型コロナウイルスの影響で、今後の入居見

込みが不透明だということ、また、施設自体が一冬越したことによりまして相当傷みが大き

くなったということで、改めて検討するとしたもので、減額するものでございます。それか

ら、生涯活躍のまち構想推進事業負担金７万円の減でございますが、胆振西部で共同実施し

てございます。今年度予定していました首都圏の学生を対象としたインターンシップ事業と

いうのがあるのですが、これが中止になったことによる負担金の減でございます。 

  ２項観光費１目観光振興費でございます。1,013万7,000円の減でございます。一つが、洞

爺の水ペットボトルボトリング製作委託料でございますが、今年度イベント等が多く中止に

なりました。そのことによりまして、現在在庫がございますので、今年度の製作は中止とさ

せていただくものでございます。それから、北海道トライアスロン大会、洞爺夏まつり、洞

爺湖マラソン大会、北海道ツーデーマーチ、それぞれ事業が中止となったことに伴う補助金

の減額でございます。 

  続きまして、12ページ、13ページでございます。 

  ３目のジオパーク推進費でございます。1,100万円の増でございます。関係人口創出事業

ということで1,100万円を計上してございます。過疎地域自立活性化推進交付金1,000万円を

活用した事業でございます。事業の主な内容としましては、ドローンを使った空中撮影で

あったり、ダイバーによる水中撮影及びそれらの動画の編集であったり、動画から静止画の

編集をするものでございます。また、データ構築のための保管調査ということで、中島外の

鳥類調査であったり、カルデラ周辺の植生、それから虻田前浜及び海中の生物等を調査して

まいります。それから情報発信としまして、ジオパークと大地の恵展の会場を一部造作しま

して、これまで撮った映像の公開、上映モニターを１台用意しまして撮影したものを公開し

ていきたいというふうに考えています。また、さらには水中・空中写真の企画展等も考えて

いるところでございます。また、ふるさと納税の募集及びふるさと応援団の募集と連動する

電子上の仕組みづくりなども行っていきたい。さらには、ふるさと応援団加入促進資材、消

耗品等も用意したいということで、これらの事業を合わせて1,100万円を計上したところで

ございます。 

  続きまして、８款土木費２項道路橋梁費１目道路橋梁維持費でございます。300万円の減

額でございます。調査設計業務委託料でございますが、次年度以降に予定しております道路

整備設計業務を後年度に移行するため、減額するものでございます。 

  ３項１目河川費につきましては財源補正でございます。 

  10款教育費１項教育総務費３目諸費113万2,000円の減でございます。これにつきましては、

箱根中学生親善交流事業が中止になったことに伴う減額でございます。 

  続きまして、14ページ、15ページでございます。 

  ２項の小学校費１目小学校管理費でございます。1,759万9,000円の増でございます。小学

校管理事業と記載してございますが、ＩＣＴ環境整備でございます。1,759万9,000円。児
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童・生徒に１人１台タブレット、それからポケットＷｉ－Ｆｉを整備、それからウェブカメ

ラを整備するものでございまして、今後のリモート授業を可能にするものでございます。 

  ３項中学校費１目中学校管理費1,068万3,000円の増でございます。これにつきましても小

学校と同様の形で全生徒にタブレット、ポケットＷｉ－Ｆｉを整備し、ウェブカメラ等を整

備し、今後、リモート授業を可能とするものでございます。 

  続きまして、４項の社会教育費１目の社会教育総務費でございます。264万円の減額でご

ざいます。英国青年ボランティア事業、今年度、令和２年度が事業が中止になったというこ

とから減額するものでございます。 

  ２目の社会教育奨励費でございます。306万5,000円の減でございます。これにつきまして

は、三豊市とのフレンドリーツアーが、これも中止になったということで減額するものでご

ざいます。 

  ５目の文化財費でございます。1,962万8,000円の増でございます。高砂貝塚保存整備事業

でございますが、駐車場の用地がお借りすることができたということが決まりました。そう

いうことから、駐車場の整備、それから土地の借上料等を計上するものでございます。それ

から入江貝塚の公園の植栽も追加してございます。別紙の補正予算の資料としまして、箇所

図をお示ししてございます。見ていただければなと思います。駐車場整備の部分でございま

すが、所在につきましては、高砂町63の１、64の１の私有地でございます。ここを借り上げ

るということで、面積につきましては1,264平米、大型バス10台分の駐車スペースを確保で

きるというふうになってございます。工事につきましては、アスファルト舗装を予定してい

るところでございます。 

  続きまして、16、17ページになります。 

  ５項保健体育費１目体育奨励費でございます。19万4,000円の減でございます。社会体育

振興事業でございまして、レイクスポーツ等の各種事業が中止になってございます。これら

の分の減でございます。 

  ２目の体育施設費でございます。244万8,000円の減でございます。体育施設運営事業244

万8,000円でございますが、学校プール等が今年度休止となります。その事業費等の減でご

ざいます。 

  ３目の給食施設費44万3,000円の増でございます。虻田給食センター運営事業でございま

すが、学校臨時休業対策費補助金ということで、全国の学校給食会から材料の破棄等への助

成があったということで計上するものでございます。 

  13款１項１目の予備費でございます。7,144万1,000円の増でございます。例年ですと、予

備費にこれだけを計上しないで、財調の繰戻し等を予算化してきてございますが、今後予定

されます地方創生臨時交付金の確定を待って、新型コロナウイルス対策事業を検討していく

こととしてございます。そのため、現段階では基金の繰戻しや積立ては保留し、一時予備費

に計上するものでございます。 

  14款１項新型コロナウイルス感染症対策費２目の衛生対策費46万7,000円の増でございま
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す。予防対策としまして、医薬材料費、備品購入費、消毒剤であったり体温計を購入するこ

ととしてございます。 

  それから、３目の経済対策費でございますが、1,495万3,000円の増でございます。観光支

援対策事業としまして、宿泊・商品券発行事業の補助金でございます。事業主体が観光協会

でやっていただけるということで、そこへの補助金として考えてございます。プレミアム商

品券の発行事業でございまして、宿泊費補助5,000円、飲食費補助3,000円、それから買物等

の補助2,000円、合計１万円の商品券を2,000枚販売する予定でございます。1,000枚につき

ましては、町民の皆様に2,000円で購入していただくという考えでございます。また、残り

の1,000枚につきましては、西胆振に、室蘭から以西ということになります、5,000円で購入

していただくということで考えてございます。事業につきましては８月31日までを考えてい

るところでございまして、町民の皆様、それから地域の皆様に感謝を意を込めまして、温泉

に入っていただいて、体を癒していただいて、リフレッシュしていただきたいと。併せて観

光振興等も図っていこうというものでございます。今後予定されております国のＧｏＴｏ

キャンペーン時には、また改めて観光であったり商店街の振興策も検討していきたいという

ふうに考えているところでございます。 

  以上、提案を申し上げます。どうぞよろしくご審議をお願いいたします。 

○議長（大西 智君） 提案理由の説明を終わります。 

  ここで、休憩といたします。 

  質疑は午後からといたします。再開を午後１時からとします。 

（午前１１時５６分） 

────────────────────────────────────────── 

○議長（大西 智君） それでは、再開いたします。 

（午後 １時００分） 

○議長（大西 智君） 午前に引き続き、一般議案を続けます。 

  提案理由の説明は終わっておりますので、これから、質疑を行います。 

  質疑はありますか。 

  11番、板垣議員。 

○１１番（板垣正人君） 質疑させていただきます。２点ほどお聞きします。難しいことでは

ありません。 

  まず、10ページ、11ページの中で、商工費の中の工事請負費というところで、温泉中学校

の下にある元教員住宅の改装を、こういうコロナ禍の中というのと、非常に傷みがひどいと

いうことで、中止というか、延期なのか分からないのですけれども、今回、予算を取り下げ

ておりますけれども、これで、今後この建物をどうするのか。今の時点で傷みがひどいとい

うことは、きっともって、あそこを改装して、直して使うということは余り考えづらいのか

なと思いますけれども、その辺の今後の検討というか、どういうふうにしていこうとするの

か、コロナは必ず終わりますので、また同じように住むところが必要な方がたくさん出てく
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ると思います。そのことも今から検討するべきだと思いますけれどもということがまず一つ。 

  それともう一つ、教育の関係で、14ページ、15ページの中で、学校の子供たちにタブレッ

ト、ポケットＷｉ－Ｆｉとありますけれども、タブレットはいいのですけれども、ポケット

Ｗｉ－Ｆｉというのは毎月使用料がかかりますよね、たしか、使えば。私も使ったことがあ

りますけれども、たしか月4,000円とか三千何ぼとかかかるのかな。その毎月の使用料、ポ

ケットＷｉ－Ｆｉ分のお金というのは、これは今後どういうふうになっていくのか、その２

点、お願いします。 

○議長（大西 智君） 若木経済部長。 

○経済部長（若木 渉君） 私のほうから、今ご質問ありました旧洞爺湖温泉中学校の改修を

中止した件についてご説明いたします。 

  定住促進住宅として活用予定だった洞爺湖温泉中学校教員住宅でございますけれども、実

は昨年８月に建物の状況確認を行った際には、最低限の修繕によりまして活用が可能と判断

していたところでございますけれども、一冬越しまして住宅内の雨漏りなんかも確認されま

して、あと、出入り口のカビの状況ですとか、そういった発生状況を確認しまして、居住に

支障を来すという状況が確認されたところでございます。また、屋根の張り替えですとか下

地の交換等、追加の修繕費用が相当かかるということが想定されますことから、今後の活用

については断念せざるを得ないという結論に至ったところでございます。 

  今後の活用につきましては、解体等を含めた中で、どういった活用になるかというのはま

だ決定はしていないのですけれども、総体的な部分を含めて検討してまいりたいと考えてご

ざいます。 

  以上でございます。 

○議長（大西 智君） 末永管理課長。 

○管理課長（末永弘幸君） 今、議員のほうからご質問のありました通信費の関係だと思うの

ですけれども、先日、学校を通じまして、小中学校の保護者の方に、家庭におけるインター

ネットの環境について調査を行いました。その結果なのですけれども、町内小中学校の児

童・生徒の保護者の約５割の世帯につきまして、Ｗｉ－Ｆｉの環境が整っており、また、ほ

とんどの世帯につきましては、児童・生徒の学習に自宅のＷｉ－Ｆｉの環境を使うことに賛

同をいただいているという状況になってございます。 

  その約５割の世帯についてなのですけれども、Ｗｉ－Ｆｉの環境がないという状況なので

すけれども、今後、お持ちの世帯と、そうでない世帯と当然ございますので、費用の負担に

不公平が生じないように、導入に向けて十分検討したいと思っているのですけれども、現段

階におきまして、胆振西部管内の状況を確認をしたところなのですけれども、検討中という

のがほとんどの状況でございますので、今後の管内の状況も照らし合わせながら、通信費の

負担の在り方について検討していきたいというふうに考えてございます。 

○議長（大西 智君） 11番、板垣議員。 

○１１番（板垣正人君） 旧教員住宅跡のことは大体分かりましたけれども、解体して更地に
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して、これからどうするかとなると、今から検討して、どういう使い方がいいのか、例えば

売却するのか、それともどうするのかということも今から検討していただきたいと思います。

その辺の考え方を聞きたいと思います。 

  もう一つ、ポケットＷｉ－Ｆｉの関係ですけれども、難しいと思うのです。Ｗｉ－Ｆｉが

もともとある家庭はお金を払っているわけです。ポケットＷｉ－Ｆｉを学校から預かった場

合は、要らないというのはなかなか難しいと思うのです。その辺の感覚、本当に公平感とい

うか、今もうＷｉ－Ｆｉがつながっている方の了解というのを得なければいけないのではな

いかなと思うのです。できたら、ポケットＷｉ－Ｆｉは、Ｗｉ－Ｆｉ環境のないところで使

う方は、毎月何千円もなかなか大変だと思うのです。何とか町の考え方も出てくるのかなと

思いますので、近隣市町村も含めて検討するみたいですけれども、なるべく使う子供たちと

いうか、親たちに負担がないような格好でやっていただければなと思いますけれども、その

辺の考え方をお聞きします。 

○議長（大西 智君） 遠藤副町長。 

○副町長（遠藤秀男君） 旧洞爺湖温泉中学校下の教員住宅の定住促進住宅化という考えでこ

れまで進めてきてございますが、やはり今、担当のほうから申し上げましたように、当初想

定していたより傷みが相当ひどいという状況になっています。当初予算の中ではクリアでき

ないような状況になっているということで、費用対効果等を考えると、一旦ここで断念せざ

るを得ないだろうという考えでございます。 

  その後につきましては、当然解体ということも視野には入れていきますが、改めて地域の

皆様等と協議させていただきながら、検討を進めたいと思ってございます。ただ、底地が町

有地ではないということもございますので、その辺もちょっと、土地の所有者の方も一緒に

協議に入っていただければなというふうに思っているところでございます。 

○議長（大西 智君） 皆見教育長。 

○教育長（皆見 亨君） ポケットＷｉ－Ｆｉの関係でございますけれども、基本的には、各

家庭でのご負担ということが基本になるかというふうに思うのですけれども、国のほうでも、

例えば生活保護の受給世帯に対しては、教育扶助の中で通信費の支給は可能というようなこ

とが決まったようでございます。このほかにも、文部科学省のほうでは、当初、低所得世帯

の家庭学習を支えるための支援ということで、通信回線等の支援というのも考えているよう

なのですけれども、まだ流動的であるというようなところでございます。 

  当町においても、やはり低所得のご家庭の方、それから高校受験を控えている中学校３年

生の世帯、こういった方たちが、今回のような長期臨時休業となったときに、特にオンライ

ン学習の支援というのは必要なことなのかなというふうに思っておりますことから、これに

つきましては、今後、他市町村の状況等はもちろん勘案していかなければならないというふ

うに思っておりますけれども、支援の必要性など、町部局のほうとも今後協議していかなけ

ればならない案件かなというふうに思っている次第でございます。 

○議長（大西 智君） ほかに質疑はございますか。 
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  ６番、五十嵐議員。 

○６番（五十嵐篤雄君） ３点ほどお伺いしたいと思います。 

  まず、15ページの高砂貝塚保存整備事業についてでございますが、かねてから高砂・入江

といいますか、そこに訪れる人の駐車スペースがないということで、議会でもいろいろ話題

といいますか、要望が上がっていたと思います。ようやくバス10台止められる敷地を確保で

きたということは大変いいことだと思うのですが、まず、土地の借上料18万円計上されてい

ますが、恐らく今回は途中からだからか、年間の料金が年間18万円で済むのかどうかという

ことと。これは購入するよりもお借りしたほうがメリットがあったのか、それとも持ち主が

売りたくないということだったのか、その辺のいきさつをお聞かせいただきたいということ

です。 

  それで、高砂貝塚のほうには隣接していますが、貝塚館も多分近いと思うのですけれども、

入江貝塚には歩いていかなければいけないということで、縄文ロードの役割が大変重要に

なってくると思いますので、当然このことも考えた中での導線といいますか、入江への導き

も当然考えられていると思いますけれども、今現在、何か考えていることがあれば、それを

お聞かせいただきたいと思います。 

  それから、もう１点は、17ページの観光支援対策事業でございます。新しい支援策として

考えていただいて、このこと自体には反対するものではございませんが、もうちょっと使い

勝手という意味合いで、宿泊という形、ホテルでの利用、もうちょっと幅広い、これはホテ

ルのほうでそういう取扱いをすればいいのかもしれませんけれども、宿泊が前提の券なのか、

ホテルを利用するときに使える券なのか、この辺をはっきりしたいということで確認をさせ

てください。と同時に、これは券を作ったり、精算処理をしたりというのは出てくると思い

ますが、この辺の販売も含めて、ひょっとしたら商工会か観光協会か分かりませんけれども、

どこかに事務手続等の委託をするのかどうか、これをお伺いいたします。 

  それからもう１点、３点目ですが、これも全員協議会の中で副町長から答弁ございました

けれども、今回、中止になったりして、かなりの予算の減額、不用額が生じて、5,127万円

ほど生じております。この中で、内訳表ももらっていますが、その理由として、行事や事業

自体が中止になったという理由と、後年度以降見送りのためという、理由が二つございます

が、何となく意味合いは分かるのですけれども、来年は間違いなくやるということがもう既

に、前提の中での中止だということと。だけれども、ほかの行事も毎年やっている行事で、

一つの区切りは、単年度会計なので、会計的には切って、また来年度は予算で要求するとい

う形になるためなのかもしれませんが、この使い分けが、ちょっと意味がよく分からなかっ

たので、ひょっとしたら、使い分けによって、減額された予算の処理の方法が違うのかなと

いうことも思ったものですから、もしそうであれば、そのことを教えていただきたいと思い

ます。 

  政府の補正がされて、町にどれだけ頂けるか分かりませんけれども、先ほどの説明で、予

備費を膨らませて、いざというときに活用したいという副町長からのお話もありました。こ
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の減額した予算と予備費の関係があるのかどうか、このこともお伺いしたいと思いますし、

いずれにしても、この減額された部分がコロナ対策の費用といいますか、財源として活用さ

れるのかなということは何となく分かるのですけれども、この点についてもご説明をお願い

したいと思います。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） 角田社会教育課長。 

○社会教育課長（角田隆志君） 今ご質問のありました高砂貝塚駐車場予定地のことに関して

でございます。土地の借上料18万円となっておりますが、これは月額２万円、それで７月か

ら借りるということで、９か月算出しております。 

  この土地の所有者の方と交渉してまいりましたけれども、この土地の所有者の方は隣接地

も所有している方でございまして、そのうちの一部を借りるということになります。当初、

買上げという考えもあったのですけれども、所有者の方の意向もございまして、切り売りと

いう形になってしまいますことから、一部を借り上げるということとしたものでございます。 

  それから、この場所に選定した理由といたしましては、入江高砂貝塚館に一番近い空白地

であるということ。それから、議員おっしゃいました縄文ロードの整備も含めて考えており

ます。縄文ロードにつきましては、道路に土器の模様、入江式土器という、うちの町で発見

された土器の模様をプリントするということで考えておりまして、その導線は高砂貝塚から

入江貝塚まで続くものでございます。そういうことを考えますと、この駐車場に止めた団体

の方が迷うことなく入江貝塚館、あるいは入江貝塚へとたどり着くというようなことも考え

合わせまして、この場所に決定したものでございます。 

  以上でございます。 

○議長（大西 智君） 田仁観光振興課長。 

○観光振興課長（田仁孝志君） 観光支援対策事業のプレミアム宿泊券の件についてでござい

ます。この目的としましては、午前中の副町長からの説明もございましたが、町民あるいは

近隣市町の住民の方が、これまで３か月以上にわたり自粛生活をしてきたということで、そ

の癒しといいますか、リフレッシュをしていただきたいということで、宿泊券発行事業を

行っているところでございます。 

  どうやってリフレッシュしていただくかというところなのですけれども、やはり火山の恵

ということで、温泉ホテル、旅館が建ち並んでおりますが、こちらの施設も、事業所も今回

のコロナ禍によって大変苦しい状況であるということで、ぜひ地域住民の方に安くホテルに

泊まっていただいて、住民の癒しと、そして温泉ホテル、旅館の活力となればということで

考えたところでございます。ということで、宿泊を前提としたものということで考えてござ

います。 

  精算、販売等の事務手続でございますが、洞爺湖温泉観光協会のほうで事業主体となって

やっていただきますので、こちらについて補助金として支払いをするところでございます。 

○議長（大西 智君） 佐野総務部長。 
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○総務部長（佐野大次君） 今回の補正予算に関します事業の中止等の考え方でございます。

今回の感染症の影響によりまして、毎年度実施しており、本年度中止とするものについては、

中止の決定とさせていただいております。 

  また、箱根町の交通指導員会の訪問、また、ペットボトルの製作委託等につきましては、

本年度の事業を来年度に振り替えを決定するということで、来年度の事業実施の調整をして

いくことになりますので、そういった内容のものにつきましては、後年度以降への見送りと

して説明させていただきました。 

○議長（大西 智君） 藤岡税務財政課長。 

○税務財政課長（藤岡孝弘君） 予備費との関係でございますけれども、今回、補正予算によ

り7,144万1,000円の予備費を計上させていただきました。冒頭、議案の説明でも副町長のほ

うからあったと思うのですけれども、例年は、これを財政調整基金に繰り戻ししたりするの

が通例だったのですけれども、今回はコロナの関係により、財源を７月以降の補正予算の対

策のほうに振り替えるという考えと、あと、国の第２次補正による臨時交付金の配分の決定

がこの後、市町村のほうにあると思いますので、その財源と合わせて、７月以降のほうで予

備費のほうは基金に繰り戻ししたり、あるいはコロナ対策経費のほうに充当してまいりたい

というふうに考えております。 

○議長（大西 智君） ６番、五十嵐議員。 

○６番（五十嵐篤雄君） 高砂貝塚の件ですが、金額のことは分かりました。 

  １点、確認するというか、お聞きすることを忘れた点があるのですが、あの場所に駐車場

を確保したのはよろしいのですが、私があそこを通ったイメージでは、駐車場に入る道路、

どちらから入るにしても、大型バスが通るには細いのではないかなという気がいたしました

ので、駐車場の確保はいいのですが、同時に道路も少し広くないと駐車場としての意味がな

くなるのかなという懸念がありますので、道路の整備も考えられているのかどうか、そのこ

とを再度お伺いしたいと思います。 

  観光支援対策については、確かに宿泊をして、ホテル関係の方々への応援も含めて、気持

ちはすごく分かるのですが、やっぱり町民の方が宿泊するのかなとちょっと気になったもの

ですから、それだったら購入してもらって、宿泊しなくてもお湯につかって食事をしてとい

うようなものが、前も申し上げましたけれども、できないのかなという意味で、宿泊券とい

うふうに限定しますと、どうしても泊まらなければいけないのか、泊まってもいいのですけ

れども、ホテル利用券のほうが幅広く活用できるのかなと思ったものですから、検討する余

地があるのかなと思ってお話をさせていただいたところでございます。宿泊だけということ

に余りこだわっているわけではないですが、利用者が、1,000枚さばけるかどうか逆に心配

をしたものですから、利用券であれば可能性はかなりあるなという気がしましたので、そん

なことを言わせていただきました。 

  それから、減額した予算の部分ですけれども、私が聞きたかったのは、言い方がちょっと

悪かったかもしれませんが、後年度以降見送りのためという部分の減額した予算の額という
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のは、言い方がよくないかもしれませんが、どこかにきちっと担保しておく額になるのかど

うか。また来年は来年で予算を組み立てるのであれば、ほかのものと何ら変わりないわけで

すから、この分は間違いなくどこかに、基金とか何かをするとまずいのかどうか分かりませ

んけれども、繰越しみたいな形で、手当てをどんなふうにしておくのかがちょっと分からな

かったものですから、それを伺いたかったのです。そのことです。 

○議長（大西 智君） 若木経済部長。 

○経済部長（若木 渉君） 今回、入江高砂貝塚駐車場に絡みます道路整備の関係でございま

す。実は、こちらは今年度予算措置されてございまして、これから調査設計をかけまして、

歩道整備のほうを執り行う予定となってございます。車道については、現状と変わらない部

分ございますけれども、ただ、入り口のバスの入りのあんばいですとか、その辺を考慮した

中で、これから設計して対処してまいりたいと考えてございます。 

○議長（大西 智君） 田仁観光振興課長。 

○観光振興課長（田仁孝志君） 宿泊の券でございますけれども、今回は、町民の方に関しま

しては、2,000円で１万円分ということで、そのうちの5,000円が宿泊助成となってございま

す。残り3,000円が飲食、2,000円がほかの一般、土産物ですとか観光施設で活用できるもの

となってございまして、2,000円で購入していただければ何らかの得はあるのかなと思いま

す。何とかこのように安くできるということもなかなかないものですから、この機会に町民

の方にも洞爺温泉のホテルを利用していただければなというふうに考えてございます。 

○議長（大西 智君） 藤岡税務財政課長。 

○税務財政課長（藤岡孝弘君） 今回、コロナの関係で事業中止、あるいは後年度見送りとさ

せていただいた事業の額5,127万8,000円を減額させていただいておりますけれども、この財

源については、予備費の中に一旦積ませてもらっていますので、間違いなくというか、今後

のコロナ対策の財源の経費として見込んでいきたいというふうに考えております。 

○議長（大西 智君） 遠藤副町長。 

○副町長（遠藤秀男君） 最後の予備費の関係でございますけれども、今、財政課長のほうか

らお話ししましたけれども、当然今後の新型コロナ対策にも充当するのですが、これまで、

第１段、第２段ということで、私ども町独自の支援を実施してございます。その中で、国の

ほうからは第１段として8,300万円ほど来てございますが、私ども今回のコロナ対策、これ

まで財調から取崩したのはまだ7,000万円ほどございます。当然これらにも充当しながら、

その上で、できるだけコロナ対策に充てていきたいという考えでございます。 

○議長（大西 智君） ほかに質疑ございますか。 

  ７番、千葉議員。 

○７番（千葉 薫君） 先ほど質問出ていましたけれども、高砂貝塚の駐車場の件、一応借り

るということでなっていますけれども、月２万円。一応舗装して駐車場にするのですよね。

持っておられる方は、売るよりもということだったのでしょうけれども、何か年間の契約と

いうことで、きちんと舗装するわけですから、契約していると思うのですけれども、その辺
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のところをちょっと説明していただけないかなと思いました。 

  それと、今も話ありましたけれども、観光支援対策事業、確認ですけれども、１人１セッ

ト、そんな売り出し方をするというふうに聞いたと思うのですが、その確認方法も検討され

ると聞いたのですが、ちょっとその辺を教えてください。 

  それで、私も議員会がありまして、いろいろな事業がありましたら、私どもいろいろな券

を買ったり、町の活性化につながるかと思って考えていたのですけれども、１人１枚だと

ちょっと難しいなと思ったりもしたのですけれども、はっきり言って2,000円で１万円の券

というのは大変魅力的だなと思います。1,000枚ですから、議員やっているのだから、余れ

ば買えるだろうけれども、率先して買うというのはどうなのかという話が控室であったりし

たものですから、欲しい人にみんな当たるような企画はできないでしょうか。期間も７月、

８月、たった２か月ですから短い気もします。第３段も考えいるかもしれませんけれども、

次やるときにまた同じ方が当たるというようなこともあり得るかもしれません。どれだけ高

評かどれだけ売れるか未確定ですけれども、町側で売っているのは2,000円のものが１万円

だと、魅力的だと言われたら、町民もそんな気がしますので、買ってみようかなと思います

し、だろうと思うのです。だから先着順になってしまうのかと思ったりもします。その辺の

ところの周知の仕方もありますから、その考え方を整理して教えてもらいたいと思います。 

○議長（大西 智君） 角田社会教育課長。 

○社会教育課長（角田隆志君） 駐車場の契約の件でございますけれども、今のところ単年度

契約で、随時更新ということで考えてございます。契約につきましては、この議会、補正予

算承認後、土地の方と契約を結ぶ予定でございます。 

  以上です。 

○議長（大西 智君） 若木経済部長。 

○経済部長（若木 渉君） 今のプレミアム券の話でございますけれども、こちら以前全員協

議会でもご説明いたしましたけれども、あくまでも１人１セットということでの販売という

ことで考えているところでございます。 

  今、欲しい人全員に当たらないのかという話もございました。確かにプレミアム率が町内

の方ですと2,000円で１万円分ということで、非常に魅力的な券ということもございまして、

恐らく注文が殺到するのではないかなということで想定してございます。一応今の段階では、

あくまで先着順ということで予定しているところでございまして、その状況を見て、売行き

がよくないのであればお声がけさせていただければというところで、お願いできればという

ふうに考えているところでございます。 

○議長（大西 智君） ７番、千葉議員。 

○７番（千葉 薫君） まず、駐車場ですけれども、舗装して立派にしてしまって、１年契約

というのはなんか、こちら側からするとちょっと曖昧だなと。その辺のところ、しっかりと

したものをもって議会にも説明してもらいたいなと思います。それが一つです。 

  プレミアム券のことですけれども、正直言って、2,000円が１万円ですから8,000円分が負
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担になるということで、1,000人ですから、町の負担というのは全部で1,300万円でしたか、

全体で、町内と町外、今回2,000人の方に充てるという券。ですから予算的には、もう一踏

ん張りすれば、町民の方はもっと喜ぶのではないかなんて思ったりもしています。今後の売

れ方かもしれませんけれども、この辺のところちょっと残念だなという気がするのですけれ

ども、もう少し考えられませんか。 

○議長（大西 智君） 皆見教育長。 

○教育長（皆見 亨君） 駐車場の件でございますけれども、今、担当課長のほうから話しま

したとおり、契約についは、この議会終了後ということになってございます。当初、予定と

しては１年契約ということで考えていて、地主の方とも、ここら辺についてはご理解をいた

だいたところではあるのですけれども、今、議員からご指摘がありましたとおり、この予算

につきましても約2,000万円近い補正額という形になってございますので、この点について、

長期契約等々については、これからまた地主の方と十分協議してまいりたいというふうに考

えております。 

○議長（大西 智君） 遠藤副町長。 

○副町長（遠藤秀男君） 商品券の関係でございますが、実施主体が今回、観光協会というこ

とになりますので、これまでも観光協会と協議を重ねてきて、このような状況になったとこ

ろでございます。私ども枚数は非常に悩んだところです。本当にこれがさばけるのかと、逆

にこれで足りるのかと、いろいろあったのですけれども、実施状況を見ながら、もし本当に

好評で足りないような状況になれば、また改めて追加するということも考えていきたいと

思っていますし、さらには、先ほども申し上げたのですけれども、国が今、ちょっと遅れて

いますけれども、ＧｏＴｏキャンペーンということで８月から実施する予定です。これにも

しっかりとした町としての支援も考えてございますので、当然それらも住民の方が使えるよ

うなことを考えていきたいなというふうに思っているところでございます。 

○議長（大西 智君） ほかに質疑ございますか。 

  １番、越前谷議員。 

○１番（越前谷邦夫君） ページ数は、予備費のところで伺っておきたいなと思いますが、観

光費のところでも若干触れさせてもらいますが、先ほど財政課長のほうから予備費の、今回

減額になった約5,200万円というのは、やはりこれからのコロナウイルス対策に充当してい

きたいと、それはそれで大いに結構だなと思うのですが、経済の冷え込みというのは、非常

に予想を上回る冷え込みがあると思っているのですが、行政の各いろいろな事業というのが、

観光のところでいくと、ツーデーマーチというのは大体９月の中頃であったのではないかと

思うのですが、これも中止ということになると、ほとんど洞爺湖町の大きな、メインイベン

トになるような事業というのが、マンガフェスティバルも中止になっている、マラソンも中

止になっている等々からいけば、ほとんどなくなるということになるわけです。 

  私は、できることならば、これから６月19日でいろいろ外国人観光客の方々も規制緩和し

て入ってくるようになる。当然日本の国の中でも圏外を越えて行き来できるようになるとい
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うことなわけでありますから、洞爺湖町の経済が冷え込んでいるだけに、何かこれに代わる

ようなイベント事業というものはできないものかなと。それも感染症の防止状態という状況

の中で判断をするということなのか、それとも、いっそ今年度については何もかにも中止だ

ぞと、そういうスタンスでこれからもいこうとするのか、その辺ちょっと教えていただけれ

ばと思います。 

○議長（大西 智君） 遠藤副町長。 

○副町長（遠藤秀男君） 予備費の関係をうまく活用して様々なイベント、収束期を見込んで

ということかと思ってございます。確かに町の大きな年間のイベントが相次いで今中止に

なってございます。そういうこともあって、不用額として今回出させていただいて、それを

予備費に積んでいるという状況でございます。 

  ただ、これらの中止の決定というのは、町が単独で決めたことではなくて、やはり実行委

員会を全て組織していただいております。その中でしっかりと協議の上で中止の決定をして

いただいたというふうに理解してございますので、当然今後収束期を迎えて、どのような事

業を進めたらいいかというのも、そうした実行委員会の皆様としっかりと話し合っていかな

ければいけないのかなというふうに思っています。その上で、ぜひこういうことをやってい

こうということなれば、そこには予備費等もしっかりと活用しながら進めていきたいと思い

ますし、先日、国のほうの２次補正も通ったということで、２兆円がまた改めて配分される

ということになってございます。これらも含めて、どんな活用ができるのかはしっかりと考

えていきたいと思っていますし、ただ、やはり今は何とか経済を回復させていこう。その中

でしっかり予防もやっていきましょうという状況にございますので、そこにまず力を入れる

ということが、まずは大事かなと思ってございます。その後に経済の回復をしっかりと取り

組んでいくと。 

  さらには、やはり町の財政というのも当然考えなければいけないなと、その辺をしっかり

と、併せて検討していきたいなと思っているところでございます。 

○議長（大西 智君） ほかに質疑ございますか。 

  ５番、立野議員。 

○５番（立野広志君） それでは、先ほどもほかの議員の質問もありましたが、一つは、教育

費のタブレットの関係で伺いたいと思います。 

  私もやはり同じ疑問を持っていまして、タブレットを使用するためには、各家庭に通信環

境がないと駄目だと。今、アンケートを取ったら５割程度の家庭は通信環境があると。しか

し、それ以外の家庭は通信環境がないということで、タブレットだけではなくて、Ｗｉ－Ｆ

ｉルーターを同時に提供すると。ただ、月々の使用料についてはそれぞれの家庭で負担して

いただくというような基本的な考え方があるということなのですが。 

  私、今、当町は、前にも聞いたときに、３分の１は就学援助を受けなければならない、そ

ういう家庭だというふうに伺っています。通信環境がないというのも、今、本当ならそう

いった環境を整えたいと思っている方もいると思うのですが、やはり月々の使用料がそれこ
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そ4,000円、5,000円とかかるということも明らかですし、当然そのことを言えば、その負担

というのは大きなものになってくると思います。ですから、例えばタブレットを導入する、

そしてＷｉ－Ｆｉルーターを貸し出すにしても、ちゃんと負担のない形で、例えば最低限、

就学援助世帯については、町が就学援助の品目の中にその使用料、月々の使用料は含むとい

うふうにでもしないと、これはこれから検討しますとか、周辺の市や町の状況を見て判断し

ますという話ではないと思うのです。 

  そしてまた、いつでもタブレットが、緊急時における利用ということですから、これから

北海道においては第３波によって学校休業となったような場合に使用するということになる

わけで、ふだんは、本来は必要ないわけです。必要ないのだけれども月々の使用料は払って

いかなくてはいけないわけですよね、どっちにしても。だからやっぱり毎月支出の伴う内容

でもあるということで、その辺の生活困窮者、就学援助を必要としている世帯に対する配慮

というのはしっかりと町側で考えた上で、この点も予算に盛り込むべきではないのかなとい

うふうに思うのと。 

  また、タブレットだけに頼ることは当然していないと思います。あくまでも緊急時です。

本来なら学校の教員を加配する、あるいは介護員、支援員等の増員を図るということこそ学

校教育にとっては必要なのだと思うのですが、その辺がどうしてもできない場合の本当に緊

急時ということですので、そういう意味での対応を考えるべきではないかと。 

  もう一つ、タブレットの関係で言いますと、政府が負担するのは初期投資だけなのです。

タブレット１台４万5,000円でしたか。つまり、これを今度更新しなければならなくなった

ときには、地元自治体が負担をしなければならないということに、一旦導入したら、そうい

うことも含めて考えていかなければならないということでもあります。その点で、数年後に

は、ランニングコストが自治体の財政を圧迫するということにもなりかねないわけですから、

その辺も考慮した上での判断なのかどうかということで、まず、タブレットの関係について

伺います。 

  それから、貝塚公園の駐車場なのですけれども、先ほど質問ありましたけれども、私も同

じで、駐車場確保は、こういう形で確保できるといっても、そこに至る路線といいますか、

セイコーマート側から入って駐車場に行くのか、あるいは別な方面から入るのか、いずれに

しても大型バスが通るとなると、あの道路は、とにかく隅切り部分というのは非常に鋭角で、

かなり交差部分については拡幅しないと、多分バスが安全に回転できないのではないか。ま

してや、バスだけではなくて、ほかの乗用車等も含めて当然通っているわけですから、バス

が通るたびに道路が通行止めになるような、車がストップしてしまうような状況になっては

まずいと思うのです。 

  そういう意味でいうと、基本的には歩道はつけるけれども、道路そのものの形状を変えた

りすることは考えていないような話をされていたので、果たしてそれで大丈夫なのかなと。

１回に来るときに大体、これから始まっていくとバス１台で済まないです、２台とか３台と

かということもあり得ると思うのです。まして、バスの駐車場は15台確保できるスペースを
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取っているというのですから、少なくても道路にバスが何台も連なってくるということに

なったときに、本当に地域の住民の安全も含めて、道路の整備というのはしっかり考えたほ

うがいいのではないかということで、二つ目伺いました。これぜひ答えていただきたい。 

  それから三つ目、これも商品券の話になりますが、いろいろ幾つか出ていましたので、私

もダブらないようにお聞きしたいのですが、北海道も新たに北海道ふっこう宿泊割引という

ようなことをこれから始めようとしているようです。そんなこともあるのだけれども、町民

が2,000円で１万円使用できると、大変これは有り難いと言ったらいいのか、あれなのです

けれども、心配なのは、やはり宿泊がどれだけ進むかということだと思うのです。目的は分

かるのです。温泉ホテル、旅館の宿泊者を増やして、何とか復興に結びつけていきたいとい

うのはあるのだけれども、まず第一は、８月31日までしか使えないということ。もう今６月

の中過ぎているでしょう。そうしたら、ほんのわずかの期間です。なぜ８月31日なのでしょ

うか。もっとこれを延ばす必要があるのではないかということと。 

  それから、やはり五十嵐議員も言われたように、ホテルの宿泊というふうに限定してしま

うと、結局宿泊しないで、例えば2,000円で１万円分買ったら8,000円のプレミアムがつくわ

けでしょう。その中で食事、商品だけで5,000円なのです。5,000円だけでも得したなと。宿

泊しなくてもそれで済ます場合もあるのではないですか。そうすると、いろいろ考えてホテ

ルの宿泊を増やしたいのだけれども、券を利用しなければホテルにはお金が入らないわけで

しょう。結局ホテルの復興になかなか結びつかない場合もあるわけです。だから、ホテル内

での買物も含めて、それが利用できるように私はしたほうがいいのかなと、宿泊も含めてな

のですけれども、まだ券は印刷していないのでしょう、それとも発注してしまったかな。予

算が決まっていないからしていないと思うのですが。券の利用の範囲をホテル宿泊とホテル

内での飲食や、あるいは買物というようなことも含めて、ホテル内の利用を併せた5,000円

というふうにすると、もうちょっと使われる範囲が広がるのではないかという気がするので

す。 

  あるいは今後、こういうやり方は一つあるかもしれないのですが、地元のホテルの経営者

の方がこんなことを言っていました。宿泊してもらった方に逆に商品券を渡すと、そして地

元で消費できる、そういうメリットを与えたほうがもっといいのではないかと。宿泊を本当

に目的としてやるなら。そういう話もありました。これから国の第２次補正の関係で、例え

ばそんなことも出てくるかもしれませんが、ぜひそういう形での利用を含めて考えてはいか

がかと思うのですが、どうでしょうか。 

○議長（大西 智君） 皆見教育長。 

○教育長（皆見 亨君） 私のほうからタブレットの関係についてお答えをさせていただきた

いと思います。 

  学校教育では、教師が児童・生徒との対面指導、児童・生徒同士の関わり等を通じて行わ

れること、これが基本であるというふうに私ども認識しております。このたびのような臨時

休業が長期間続くような場合、このときには、やはり授業の補完的な役割としてのＩＣＴ教
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育、オンライン教育というのは大変重要であるというふうに私どもも思っている次第でござ

います。 

  こういったところで、今回、国のほうでは１人１台の端末の整備等々の環境の整備をする

ということで、それに対して補助金、１人１台、端末４万5,000円の補助をいたしますとい

うことで、私どもとしても今回予算を要望させていただいたところでございます。 

  回線使用料については、先ほどもお話ししましたとおり、基本は、やはり各家庭でのご負

担かというふうに思っておりますけれども、やはり私どもの町も就学援助の世帯というのは

約110世帯ほどございます。なおかつ中学３年生ということを足していきますと、かなり人

数がこれでなってくるかというふうに思っております。そういったような中で、本当に経済

的に苦しい家庭というのも、もちろん私も多々あるかというふうに思っております。この点

については、もう一度各学校のほうと協議をさせていただいて、そして各家庭での実態とい

うのをもう少し把握させていただいて、その上で、町部局のほうとも、財政当局のほうとも

協議してまいりたいというふうに考えております。 

  また、第３波というのはいつ来るかも分かりません。そういった意味でも、まずは環境が

整っている家庭に対して、そういった未曾有のときには、まずはできるところから実施して

いきたいと、それが基本になるのかなというふうに思います。もちろん救わなければならな

い子供たちがいらっしゃいますので、この点においても十分不公平感のないような形で進め

たいというふうに思っているのですけれども、多少そこら辺で、国のほうとしても、まずは

できるところから実施しなさいというようなお話もございました。そういったところも参考

にしながら、各学校のほうと、それから町部局のほうとも今後協議してまいりたいというふ

うに思っております。 

  また、参考でございますけれども、通信回線が使用できるようにするための契約期間、こ

れは約１週間から２週間程度でできるというようなお話も聞いております。ですから、今後、

第３波、第４波というような波が押し寄せる可能性が高くなったときには、そういった契約

期間、１週間、２週間等はかかることになりますけれども、なるべく早急な形で契約をして、

オンライン授業ができるような環境整備、これもやはり進めていかなければならないという

ふうに思っております。 

  いずれにいたしましても、協議するところ、時間、これにつきましては、ご理解をいただ

き、何とぞ子供の学びの保障について考えていきたいというふうに思っている次第でござい

ます。 

○議長（大西 智君） 若木経済部長。 

○経済部長（若木 渉君） 私のほうから入江高砂貝塚の駐車場に向かうまでの道路整備の関

係でございますけれども、まず、この道路なのですが、今現状が歩道もついていない狭い道

路ということがございまして、そこを歩行者が歩いているところを、この先大型バス等が通

るようになると、非常に危険であるということもございまして、まずは歩道整備が必要であ

ろうということで、今年度これから計画のほうをする予定としているところでございます。 
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  また、バスの入りにつきましては、セイコーマートの交差点のほうから入ってくることを

想定してございまして、そこから縦に降りてくるルートでバスが進入してくるものというこ

とで想定している中で、議員ご心配のように、当然隅切り等が重要になってくるかと思いま

す。その辺が、歩道整備分については、恐らく用地的には既存の用地があるということで計

画してございますけれども、隅切り分については、用地測量をしてみないとどのぐらい支障

があるものなのかというのがちょっと見えない状況でございまして、まずは今年度、調査、

測量をした中で、設計する中で、隅切り等も含めた中で、そういった安全対策につながるよ

うな道路整備をしていきたいということで考えているところでございます。 

  あと、先ほどの宿泊の助成券の話でございますけれども、宿泊がどれだけ進むかという部

分で、もっと使い勝手を考えたほうがいいのではないかということのご指摘だったかと思い

ますけれども、今現在、制度として準備を進めている中におきましては、宿泊施設内で飲食

券、土産利用券を要は売店等で利用することはできないものとして、今、準備のほうは進め

られている状況でございます。 

  あと、期間のことにつきましても、この先につきましては、国、道が行いますＧｏＴｏ

キャンペーンですとか、そういった事業も予定されておりますことから、まずは、今、近隣

の中で、住民の皆さん、これまでの自粛要請等にご協力いただいた中で、体の疲れを癒して

いただくという部分で、あくまで短期間での使用ということで考えさせていただいたところ

でございます。 

  以上でございます。 

○議長（大西 智君） ５番、立野議員。 

○５番（立野広志君） まず、タブレットの話なのですが、今、教育長が言われるように、

やっぱり子供たちは人との関わりの中で豊かに学び、教職員が専門性を発揮すると、教職員

等の関係もそうですし、子供同士の人間関係とか、そういうことによって教育というのは培

われていくわけですから、当然これは感染拡大を防止するための学校休業に伴って行われる

ということであるけれども、ただ、もともと国は、ＧＩＧＡスクール構想というのは、それ

以前からの計画で、学校にタブレットをどんどん導入してということなのですが、今、教育

長が言われた、ちょっと気になったのですけれども、通信環境を整備するのには、例えば１

週間程度で契約できるような状況だと、通信ができるような状況だということだから、そう

いうときに通信環境整備をするのだというふうに今聞いたのです、聞こえたのです。つまり、

タブレットは全生徒分用意するけれども、実際に整備した段階から通信環境を整えるのでは

なくて、必要とされる状況になったときに、通信環境整備を申請して、１週間ぐらいしたら

それができるようになるのではないかみたいな話で今受け取ったのですが、そういうことな

のかどうか、それも伺うのと。 

  それから、これは学校に相談するとかしないとかという問題ではないと思うのです。使用

料の関係は。これはやはり就学援助を必要としている世帯に対しては、これまで以上に負担

を求める場合には、それはきちんと就学援助の品目に入れるべきです。入れて整えていくの
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だということをしないとならないなと私は思います。学校のアンケート調査をやって何を調

べるのか知りませんけれども、そうやって各家庭の状況を調べると言っていますけれども、

そうではなくて、通信環境を整えるときには、特に就学援助を必要としている世帯について

は、父母の負担とならないようにするということを言って、そのための予算措置を考えれば

いいわけで、改めて学校を通じて各父母に問い合わせるべきものではないと私は思います。

そういうことを改めて確認をさせていただきたいと思います。 

  それから、商品券のことなのですけれども、つまりは、とにかくこれでやらせてください

と。そしてそれでどのくらいの利用状況があるか考えてその次の判断をしたいのだというよ

うな話に聞こえたのです。何かこれ以上は変えようがない、もう固まってしまっているとい

うような印象を受けたのですけれども、例えば利用期間を延ばすことというのは、今、議会

で提案されているわけですから、利用期間を延ばすことだって私、そんなに難しいことなの

かなという気もするし、飲食とか土産はあくまでもホテル外の飲食店とか土産店で使うとい

うことが前提で、ホテル内で使えるのはあくまでも宿泊券だということですよね。だからそ

こもなんか非常に限定し過ぎているなという気がします。券はもう印刷してしまったのだと

いうなら分かるのですけれども、そうではなくて、これから中身をつくって印刷もするのだ

というなら、私は十分変更の余地があるのではないかと思うのですが、いかがですか。 

○議長（大西 智君） 皆見教育長。 

○教育長（皆見 亨君） タブレットの関係でございますけれども、２点ほど出ていたかと思

います。 

  まず、１点目につきましてですけれども、今回、ハード的なものとして１人１台の端末の

整備、それからポケットＷｉ－Ｆｉの整備ということでございます。基本は、まずそれぞれ

の機器が学校のほうで用意できた時点で、一般の授業でまずは使っていただく。学校内でそ

れを使っていただく。もちろんネット環境を引いた上で、高速大容量の通信ネットワークを

学校のほうに整備しますので、その中で学校内で授業として使うと。 

  今回みたいな臨時休業があったときに対して、やはり学校にもちろん子供たちは来れませ

んので、そのときは家庭と学校とをオンラインで結んで、そのときにポケットＷｉ－Ｆｉの

ほうをお貸しする。併せて端末もお貸しするというようなことでございます。ですから、ふ

だんの授業では、ポケットＷｉ－Ｆｉにしろ、それから端末にしろ、これは全て学校のほう

で管理させていただく。今回みたいな休業期間中においてのみ貸出しをする。端末につきま

しては、家庭学習だとか、それから家での学習等にも使えるように、その内容によっては、

各家庭のほうに持ち帰ってもいいようなことは考えておりますけれども、基本は各学校のほ

うで保管をして、各学校のほうで使っていただく。これがふだんの授業のスタイルになるか

というふうに思っております。 

  それから、就学援助の中にこの通信に対する援助項目を入れるべきではないのかというよ

うなお話でございます。この点については、ちょっとここの場では何とも私も即答できませ

んので、十分検討させていただくことをご理解いただきたいというふうに思っているところ
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でございます。まずは検討させていただきたいというふうに思います。 

○議長（大西 智君） 若木経済部長。 

○経済部長（若木 渉君） プレミアム券の件でございます。まず、利用期間につきましては、

今後の国、道の動きもある中で、今、制度としては、国、道が実施する旅行代金割引事業と

の併用はできないものということの中で進めようということで今準備しているところでござ

います。まずそれを今後の視野に入れた中で、まずは短期間で、枚数的にも限定的な部分も

ございますので、短い期間ではございますけれども、この中で執り行っていきたいというこ

とで考えてございます。 

  また、使い勝手の部分でございますけれども、ホテルの中で使えないのかという話もござ

いますが、趣旨といたしましては、やはり泊まっていただいたお客様方に、ぜひホテルから

外にも出ていただいて、周辺の飲食店ですとか土産物店でのお買物というところで、町内、

温泉街の活気を取り戻すいうことで、そういった使い方をしていただきたいということで、

こういう取決めの中で進めていきたいということで考えているところでございます。 

○議長（大西 智君） ほかに質疑はございますか。 

  ７番、千葉議員。 

○７番（千葉 薫君） ちょっと残ったかと思うのですが、先ほど質問した中で、本人確認の

件、町民の方は１人１枚、それから町外の方も１人１枚だと思うのですが、そういった方が、

例えば家族２人いるから２人で申し込んだと、１人が。３人いるから３人申し込んだと、そ

れもオッケーだったりするとか、その辺の確認のほうが曖昧なような気がするのですけれど

も、その辺のところ、始まる前にきちっと明確にしておかなければ駄目だと思うのですけれ

ども。最後の質問ですから。 

○議長（大西 智君） 田仁観光振興課長。 

○観光振興課長（田仁孝志君） 本人確認でございますけれども、予約を電話なりインター

ネットにて受け付けをして、当選された方が窓口に来て券と引き換えしていただくことに

なってございます。その際に必ず身分証明書を見せていただくということで、条件としてご

ざいます。 

  以上でございます。 

○議長（大西 智君） ５番、立野議員。 

○５番（立野広志君） ちょっと気になっていたのです、実は、本当に。１人１枚ですよね、

１セット。例えば町民でも１人で泊まりでなくて家族で泊まると。当然夫婦なら、１人１人

申し込まなくてはならないということになってしまうのか。それとも、うちは２人なので２

枚というふうなことでいいのか。その辺ちょっと曖昧だなという気がするのですけれども。 

  あと、町外に向けて観光協会が宣伝活動をやるのだと思うのですけれども、期間が非常に

短いということもあるのですけれども、そういった費用も含めて入っているのですか。 

○議長（大西 智君） 田仁観光振興課長。 

○観光振興課長（田仁孝志君） １人１セットということなのですけれども、例えばご家族の
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方は、代表の方が来ていただいて、保険証なり何か証明ができるものを一緒に持ってきてい

ただければ、それで引換えさせていただきたいと思ってございます。 

  あと、広告費等の事務費というのは、この補助金の中に含まれてございます。 

○議長（大西 智君） ほかに質疑はございますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） これで質疑を終わります。 

  これから、討論を行います。 

  討論はありますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第10号令和２年度虻田郡洞爺湖町一般会計補正予算についてを採決いたし

ます。 

  お諮りいたします。 

  本案は、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第10号令和２年度虻田郡洞爺湖町一般会計補正予算については、原案の

とおり可決されました。 

  ここで、休憩といたします。再開を２時15分といたします。 

（午後 ２時０１分） 

────────────────────────────────────────── 

○議長（大西 智君） それでは、再開いたします。 

（午後 ２時１５分） 

○議長（大西 智君） 日程第12に入る前に、先ほど一般会計の補正予算案が可決されたので

すけれども、各議員のほうからいろいろ質疑があって、そして町側から答弁があったのです

けれども、一部答弁の訂正があるということの申出がありますので受けたいと思います。 

  遠藤副町長。 

○副町長（遠藤秀男君） 商品券の関係でございますけれども、町民向けには5,000円の宿泊

券、それから3,000円の飲食店の使用券、それから買物券2,000円という形で進めさせていた

だきますが、先ほどの担当からの答弁の中では、宿泊が前提という話をさせていただきまし

た。そうではなくて、仮に宿泊できなくても、残りの5,000円分、2,000円で１万円分買って

いただくのですが、5,000円分の3,000円の飲食店券、それから2,000円の買物券、これは

使っていただける。ただ、宿泊分について、それをホテル内で使っていただく、例えば買物

とかをしていただくと、どうしても飲食店とか土産店等にも影響が出てきますので、それは

ちょっと勘弁していただければということで、悪くても2,000円で5,000円の使用ができる。

ただ、私どもとしては、できるだけ宿泊していただいて、協力していただければなというの
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が思いでございます。 

○議長（大西 智君） 以上でございます。 

  それでは、引き続き議案のほうに入っていきたいと思います。 

  ───────────────────────────────────────── 

◎議案第11号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大西 智君） 日程第12、議案第11号令和２年度虻田郡洞爺湖町国民健康保険特別会

計補正予算についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  遠藤副町長。 

○副町長（遠藤秀男君） 議案書17ページでございます。 

  議案第11号令和２年度虻田郡洞爺湖町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）でござい

ます。 

  第１条で、歳入歳出予算の補正でございます。歳入歳出それぞれ2,360万6,000円を追加し、

総額を歳入歳出それぞれ14億5,927万5,000円とするものでございます。 

  以下、事項別明細によりご説明をいたします。 

  ４ページ、５ページ。 

  歳入でございます。 

  ５款１項１目繰越金でございます。補正額が2,360万6,000円、前年度繰越金でございます。 

  ６ページ、７ページでございます。 

  歳出でございます。 

  ７款１項基金積立金１目国民健康保険事業運営基金積立金でございます。1,000万円の追

加でございます。これにつきましては、繰越金のうち1,000万円を事業運営基金のほうに積

立てするものでございます。 

  ９款諸支出金１項償還金及び還付加算金３目償還金981万5,000円の増でございます。過年

度の国庫負担金等の精算分が発生するものでございます。 

  10款１項１目の予備費でございます。379万1,000円の増でございます。繰越し分の残りを

予備費に積立てするものでございます。 

  以上、提案申し上げます。よろしくご審議のほどお願いいたします。 

○議長（大西 智君） 提案理由の説明を終わります。 

  これから、質疑を行います。 

  質疑はありますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 質疑なしと認めます。 

  これから、討論を行います。 

  討論はありますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 
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○議長（大西 智君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第11号令和２年度虻田郡洞爺湖町国民健康保険特別会計補正予算について

を採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は、原案のとおり決定することに御異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第11号令和２年度虻田郡洞爺湖町国民健康保険特別会計補正予算につい

ては、原案のとおり可決されました。 

  ───────────────────────────────────────── 

◎議案第12号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大西 智君） 日程第13、議案第12号令和２年度虻田郡洞爺湖町公共下水道事業特別

会計補正予算についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  遠藤副町長。 

○副町長（遠藤秀男君） 20ページでございます。 

  議案第12号令和２年度虻田郡洞爺湖町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）でござ

います。 

  第１条で歳入歳出予算の補正を定めてございます。歳入歳出それぞれ1,333万6,000円を減

額し、総額を歳入歳出それぞれ８億495万8,000円とするものでございます。 

  第２条、債務負担行為の補正でございます。債務負担行為の変更は、「第２表 債務負担

行為補正」による。 

  それから、第３条、地方債の補正でございます。地方債の補正につきましては、事項別明

細の中で説明させていただきます。 

  議案書23ページをお開きいただきたいと思います。 

  債務負担行為の補正、変更でございます。終末処理場汚泥処理設備更新事業につきまして、

令和２年度工事が減額になった分、令和３年度のほうに追加するもので、３億4,200万円を

３億6,900万円とするものでございます。 

  以下、事項別明細書でご説明いたします。明細書の４ページ、５ページをお開きいただき

たいと思います。 

  歳出でございます。 

  ３款国庫支出金１項国庫補助金１目公共下水道費国庫補助金1,635万円の減額でございま

す。公共下水道事業補助金でございまして、補助内示額が減となったことに伴う補助金の減

でございます。 

  ６款１項１目の繰越金でございます。1,521万4,000円の増でございます。前年度繰越金で

ございます。 
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  ８款１項町債１目下水道債でございます。1,220万円の減額でございます。補助内示額の

減に伴う工事補助事業費を減額することに伴う、起債も減となるものでございます。 

  続きまして、６ページ、７ページ。 

  歳出でございます。 

  １款公共下水道費２項下水道建設費１目下水道建設費3,000万円の減額でございます。処

理場の設備工事委託料等について減額するものでございまして、国庫補助額の減に伴い、虻

田下水終末処理場、とうやクリーンナップセンターの汚泥処理設備の工事等を後年度へ移行

するものでございます。 

  ３款１項１目の予備費でございます。1,666万4,000円の増でございます。予備のほうに繰

越額等を積立てするものでございます。 

  以上、ご提案申し上げます。よろしくご審議のほどお願いいたします。 

○議長（大西 智君） 提案理由の説明を終わります。 

  これから、質疑を行います。 

  質疑はありますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 質疑なしと認めます。 

  これから、討論を行います。 

  討論はありますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第12号令和２年度虻田郡洞爺湖公共下水道事業特別会計補正予算について

を採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第12号令和２年度虻田郡洞爺湖町公共下水道事業特別会計補正予算につ

いては、原案のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第13号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大西 智君） 日程第14、議案第13号令和２年度虻田郡洞爺湖町介護保険特別会計補

正予算についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  遠藤副町長。 

○副町長（遠藤秀男君） 議案書24ページになります。 

  議案第13号令和２年度虻田郡洞爺湖町介護保険特別会計補正予算（第１号）でございます。 
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  第１条で歳入歳出予算の補正を定めてございます。歳入歳出それぞれ385万7,000円を追加

し、総額を歳入歳出それぞれ11億803万6,000円とするものでございます。 

  以下、事項別明細によりご説明いたします。明細書４ページ、５ページでございます。 

  歳入でございます。 

  ８款１項１目の繰越金385万7,000円でございます。前年度繰越金でございます。 

  続きまして、６ページ、７ページ。 

  歳出でございます。 

  ６款１項１目の予備費でございます。385万7,000円の増でございます。繰越金を予備費に

計上するものでございます。 

  以上、ご提案申し上げます。よろしくご審議のほどお願いいたします。 

○議長（大西 智君） 提案理由の説明を終わります。 

  これから、質疑を行います。 

  質疑はありますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 質疑なしと認めます。 

  これから、討論を行います。 

  討論はありますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第13号令和２年度虻田郡洞爺湖町介護保険特別会計補正予算についてを採

決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第13号令和２年度虻田郡洞爺湖町介護保険特別会計補正予算については、

原案のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第14号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大西 智君） 日程第15、議案第14号令和２年度虻田郡洞爺湖町簡易水道事業特別会

計補正予算についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  遠藤副町長。 

○副町長（遠藤秀男君） 議案書27ページでございます。 

  議案第14号令和２年度虻田郡洞爺湖町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）でござい

ます。 
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  第１条、歳入歳出予算の補正でございます。歳入歳出それぞれ237万6,000円を追加し、総

額を歳入歳出それぞれ２億2,382万3,000円とするものでございます。 

  以下、事項別明細書によりご説明いたします。 

  明細書４ページ、５ページでございます。 

  ４款１項１目の繰越金237万6,000円の増でございます。前年度繰越金でございます。 

  ６ページ、７ページ。 

  歳出でございます。 

  ４款１項１目の予備費でございます。237万6,000円、前年度繰越金をそのまま予備費に積

立てするものでございます。 

  以上、提案申し上げます。よろしくご審議をお願いいたします。 

○議長（大西 智君） 提案理由の説明を終わります。 

  これから、質疑を行います。 

  質疑はありますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 質疑なしと認めます。 

  これから、討論を行います。 

  討論はありますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第14号令和２年度虻田郡洞爺湖町簡易水道事業特別会計補正予算について

を採決します。 

  お諮りいたします。 

  本案は、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第14号令和２年度虻田郡洞爺湖町簡易水道事業特別会計補正予算につい

ては、原案のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第15号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大西 智君） 日程第16、議案第15号令和２年度虻田郡洞爺湖町後期高齢者医療特別

会計補正予算についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  遠藤副町長。 

○副町長（遠藤秀男君） 議案書30ページになります。 

  議案第15号令和２年度虻田郡洞爺湖町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）でござ

います。 
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  第１条で歳入歳出予算の補正を定めてございます。歳入歳出それぞれ627万9,000円を追加

し、総額を歳入歳出それぞれ１億7,874万3,000円とするものでございます。 

  以下、事項別明細書によりご説明申し上げます。 

  明細書４ページ、５ページでございます。 

  歳入でございます。 

  ３款１項１目の繰越金627万9,000円の増でございます。前年度繰越金でございます。 

  ６ページ、７ページでございます。 

  歳出でございます。 

  ２款１項１目の後期高齢者医療広域連合納付金500万8,000円の増でございます。保険料等

負担金となってございますが、出納閉鎖期間等の収入分を納付するものでございます。 

  ４款１項１目の予備費でございます。127万1,000円の増でございます。繰越金の残額を予

備費に積むものでございます。 

  以上、ご提案申し上げます。よろしくご審議のほどお願いいたします。 

○議長（大西 智君） 提案理由の説明を終わります。 

  これから、質疑を行います。 

  質疑はありますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 質疑なしと認めます。 

  これから、討論を行います。 

  討論はありますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 討論なしと認めます。 

  これから、議案第15号令和２年度虻田郡洞爺湖町後期高齢者医療特別会計補正予算につい

てを採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第15号令和２年度虻田郡洞爺湖町後期高齢者医療特別会計補正予算につ

いては、原案のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────── 

◎意見書案第１号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（大西 智君） 日程第17、意見書案第１号新型コロナウイルス感染症対策等にかかる

地方財政の充実・強化を求める意見書（案）についてを議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  石川議員。 
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○１０番（石川邦子君） 読み上げまして、提案をさせていただきます。 

  意見書案第１号。令和２年６月15日、洞爺湖町議会議長、大西 智様。提出議員、石川邦

子。賛成議員、下道英明、同じく立野広志、同じく今野幸子、同じく五十嵐篤雄、同じく板

垣正人、同じく大屋治。 

  新型コロナウイルス感染症対策等にかかる地方財政の充実・強化を求める意見書（案）に

ついて。 

  会議規則第９条の規定により、上記議案を別紙のとおり提出します。 

  記。 

  提出先、内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、財務大臣、経済産業大臣、内閣府特命

担当大臣（地方創生、規制改革）、内閣府特命担当大臣（経済財政政策）。 

  次のページでございます。 

  新型コロナウイルス感染症対策等にかかる地方財政の充実・強化を求める意見書（案）。 

  今、地方自治体には、医療・介護などの社会保障への対応、子育て支援策の充実、地域交

通の維持・確保など、より多様化・複雑化した行政需要への対応が求められています。しか

し、現実に公的サービスを担う人材不足は深刻化しており、疲弊する職場実態にある中、近

年多発している大規模災害やそのための防災・減災対策の実施、また新たに発生している新

型コロナウイルス感染症対策など、緊急な対応を要する課題にも直面しています。 

  とりわけ、新型コロナウイルス感染症に対しては、国の緊急事態宣言が出されるなど全国

的に猛威を振るっており、いまだ収束の目途は見通せないどころか長期化が予想される状況

になっています。このため、各自治体では住民の命と生活を守るために感染拡大防止対策や

地域経済対策、雇用対策などさまざまな対策が取られています。 

  しかしながら、４月30日に成立した2020年度一般会計補正予算において「新型コロナウイ

ルス感染症対応地方創生臨時交付金」や「新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金」

は成立しましたが、全国各自治体が必要とする財政需要に到底対応できるような規模には

至っていません。2020年度第２次補正予算案は12日に成立しましたが、長期化が予想される

新型コロナウイルス対策には、国の責任においてのさらなる追加予算措置を含めた対応が必

要不可欠です。 

  一方で地方の財源対応の基本的な方向性については、政府はいわゆる「骨太方針2018」で、

2021年度の地方財政計画まで、2018年度の地方財政計画の水準を下回らないよう、実質的に

同水準を確保するとしています。実際に2020年度地方財政計画の一般財源総額は63兆4,318

億円、前年比プラス1.0％と、過去最高の水準となりました。 

  しかし、人口減少・超高齢化にともなう社会保障費関連をはじめ、新型コロナウイルス感

染にかかる継続的な対策を必要とする地方の財政需要に対応するためには、さらなる地方財

政の充実・強化が求められています。 

  このため、2020年度補正予算および2021年度の政府予算と地方財政の検討にあたっては、

歳入・歳出を的確に見積もり、地方財政の確立をめざすよう、政府に以下の事項の実現を求
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めます。 

  記。 

  １、「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金」の総額を大幅に増額すること。

交付額の算定にあたっては、財政力の弱い自治体においても必要かつ十分な対策を実行でき

るよう、確実な財政措置を行うこと。 

  さらに、長期化するコロナ禍の生活防衛、事業者の倒産や廃業を防ぐため、持続化給付金

や協力金の上乗せ・横出し、制度資金の早期支払いなど機敏な資金援助を行うこと。 

  ２、「新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金」についても、総額の増額など、地

域に必要な医療提供体制を整備するための措置を講じること。 

  ３、ＰＣＲ検査がすぐに受けられるよう、検査体制を拡充し、保健所等に業務が集中し疲

弊する事態を解消するための人的体制の強化を行うこと。 

  ４、社会保障、防災、環境対策、地域交通対策、人口減少対策、新型コロナウイルスをは

じめとする感染症対策など、増大する地方自治体の財政需要を的確に把握し、これらに柔軟

に対応し得る地方一般財源総額の確保をはかること。 

  ５、とりわけ、子育て、地域医療の確保、介護や児童虐待防止、生活困窮者自立支援など、

急増する社会保障ニーズへの対応と人材を確保するための社会保障関連予算の確保および地

方財政措置を的確に行うこと。 

  ６、会計年度任用職員制度における当該職員の処遇改善にむけて、本来の法の主旨に基づ

く所要額の調査を行い、確実にその財源を確保すること。 

  ７、地方交付税の財源保障機能・財政調整機能の強化をはかり、小規模自治体に配慮した

段階補正の強化など対策を講じること。 

  ８、2020年度の地方財政計画では、依然として４兆5,000億円強と前年度を超える規模の

財源不足があることから、地方交付税の法定率を引き上げ、臨時財政対策債に頼らない地方

財政を確立すること。 

  以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出します。 

  令和２年６月15日、北海道虻田郡洞爺湖町議会議長、大西 智。 

  以上でございます。よろしくお願い申し上げます。 

○議長（大西 智君） 説明を終わります。 

  これから、質疑を行います。 

  質疑はありますか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 質疑なしと認めます。 

  これから、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

          〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 討論なしと認めます。 
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  これから、意見書案第１号新型コロナウイルス感染症対策等にかかる地方財政の充実・強

化を求める意見書（案）についてを採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案は、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（大西 智君） 異議なしと認めます。 

  したがって、意見書案第１号新型コロナウイルス感染症対策等にかかる地方財政の充実・

強化を求める意見書については、原案のとおり可決されました。 

─────────────────────────────────────── 

◎散会の宣告 

○議長（大西 智君） 以上で、本日の日程は全て終了いたしました。 

  明日から９月の定例日の前日までは休会となっておりますので、ご承知願います。 

  本日は、これをもって散会いたします。 

（午後 ２時４３分） 
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